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一
．
は
じ
め
に

　

一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
三
月
、
日
本
学
術
振
興
会
［
編
］T

he 
M

anyōshū

（
英
訳
萬
葉
集
）（
以
下
、『
英
訳
萬
葉
集
』）
が
刊
行
さ
れ
た
。

一
九
三
二
年
十
二
月
に
財
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
日
本
学
術
振
興
会

の
第
十
七
小
委
員
会（

1
（

に
よ
る
「
日
本
古
典
翻
訳
」
の
成
果
で
あ
っ
た
。
委

員
会
で
は
『
萬
葉
集
』
よ
り
一
〇
〇
〇
首
を
選
出
し
、
ま
ず
日
本
語
に
よ

る
原
案
を
作
成
し
た
。
こ
れ
が
〈
和
文
草
稿
〉
で
あ
る
。

　

和
歌
の
英
訳
は
、
①
分
か
り
や
す
い
現
代
語
で
、
②
韻
を
踏
ま
な
い
自

由
詩
の
形
で
、
③
直
訳
に
過
ぎ
ず
、
意
訳
に
過
ぎ
ず
、
④
あ
る
程
度
の
自

由
を
認
め
、
⑤
そ
れ
だ
け
読
ん
で
も
詩
と
し
て
味
わ
え
る
こ
と
（
日
本
学

術
振
興
会
一
九
三
九
Ａ
、
二
六
四
頁
よ
り
河
路
が
整
理
）
と
さ
れ
た
。
そ
の
原
案

と
し
て
の
〈
和
文
草
稿
〉
は
、
①
か
ら
④
ま
で
を
満
た
す
形
式
、
即
ち
、

分
か
り
や
す
い
現
代
語
の
自
由
詩
の
形
で
、
あ
る
程
度
自
由
に
作
ら
れ
た
。

担
当
し
た
の
は
、
山
田
孝よ
し
お雄
、
吉
澤
義
則
、
佐
佐
木
信
綱
、
斎
藤
茂
吉
、

武
田
祐
吉
、
橋
本
進
吉
の
六
名
で
あ
る
。

　

英
訳
は
、
石
井
白は

く

村そ
ん

（
雄
之
助
）、
小
畑
薫し
げ

良よ
し

が
〈
和
文
草
稿
〉
を
訳
し

て
東
北
大
学
に
在
職
中
の
英
国
の
詩
人
、
ホ
ジ
ソ
ン
（Ralph H

odgson

）

が
校
閲
し
、
そ
れ
を
委
員
会
に
か
け
て
確
定
さ
れ
た
。
そ
の
果
実
で
あ
る

『
英
訳
萬
葉
集
』
は
、
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
、
今
日
も
版
を
重
ね
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
読
ん
で
も
詩
と
し
て
味
わ
え
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
と
言
っ
て

よ
い
。

　

そ
れ
で
は
、〈
和
文
草
稿
〉
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
今
日
に
至
る
ま

で
こ
れ
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
六
名
が
国
家
の
威
信
を
か
け
て
筆

を
揮
っ
た
『
萬
葉
集
』
の
現
代
日
本
語
訳
、〈
和
文
草
稿
〉
は
「
独
立
し

て
読
ん
で
も
十
分
詩
と
し
て
味
わ
え
る
」
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
う
で
は

な
い
の
か
。

　

筆
者
は
、
三
重
県
鈴
鹿
市
教
育
委
員
会
の
許
可
を
得
て
、
二
〇
二
二
年

三
月
下
旬
、
佐
佐
木
信
綱
記
念
館
（
管
理
母
体
は
鈴
鹿
市
教
育
委
員
会
）
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
〈
和
文
草
稿
〉
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
調
査

報
告
と
合
わ
せ
て
、〈
和
文
草
稿
〉
の
考
察
を
行
う
。
文
中
、『
萬
葉
集
』

日
本
学
術
振
興
会
『
英
訳
萬
葉
集
』（
一
九
四
〇
）
の

〈
和
文
草
稿
〉
を
め
ぐ
る
考
察

河　

路　

由　

佳
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の
作
品
に
付
け
た
数
字
は
旧
国
歌
大
観
番
号
で
あ
る
。
引
用
に
際
し
て
は
、

原
則
と
し
て
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
を
現
在
一
般
に
使
わ
れ
る
字
体
に
改
め
て

示
す
。
な
お
、
引
用
文
中
の
〔
…
〕
は
、
河
路
に
よ
る
中
略
で
、
亀
甲
括

弧
内
は
河
路
に
よ
る
補
注
で
あ
る
。

二
．『
英
訳
萬
葉
集
』
に
先
立
つ
佐
佐
木
信
綱
の
取
り
組
み

　

二
－
一
．
父
、
弘
綱
の
遺
志
を
継
い
だ
和
歌
の
現
代
語
訳 

　

国
家
的
事
業
と
し
て
の
『
英
訳
萬
葉
集
』
は
、
日
本
が
国
際
連
盟
を
脱

退
す
る
こ
ろ
か
ら
高
ま
っ
た
日
本
文
化
の
海
外
へ
の
発
信
強
化
の
文
脈
で

実
現
し
た
と
い
え
る
が
、
指
導
的
役
割
を
担
っ
た
佐
佐
木
信
綱
（
一
八
七
二

～
一
九
六
三
）
は
早
く
か
ら
『
萬
葉
集
』
の
内
外
へ
の
普
及
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
た
。

　

ま
ず
、『
萬
葉
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
和
歌
の
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、

信
綱
は
、
父
・
佐
々
木
弘
綱
（
一
八
二
八
～
一
八
九
一
）
の
幕
末
以
来
の
志

を
受
け
継
い
で
い
た
。
弘
綱
は
、
青
年
期
か
ら
後
学
の
た
め
の
古
典
の
口

訳
（
現
代
語
訳
）
を
自
ら
の
道
と
心
得
、「
数
十
種
（
大
川
・
南
編
一
九
〇
四
、 

一
六
〇
四
頁
〔
執
筆
は
信
綱
〕）」
を
仕
上
げ
た
が
、「
出
版
せ
し
は
僅
か
に
三

種
（
同
）」
に
と
ど
ま
っ
た
。
藤
田
文
苑
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
和
綴
じ
本

の
叢
書
、「
添
註　

俚
言
解
」
の
『
竹
取
物
語
』（
一
八
五
七
）、『
土
佐
日

記
（
上
下
）』（
一
八
八
四
）、『
伊
勢
物
語
（
上
下
）』（
一
八
八
五
）
で
あ
る（

2
（

。

遺
さ
れ
た
原
稿
か
ら
十
一
種
を
選
び
信
綱
が
補
筆
し
て
改
め
て
出
版
を
企

て
た
の
が
「
口
訳
国
文
叢
書
」（
人
文
書
院
）
で
、
一
九
三
八
年
十
一
月
か

ら
一
九
四
〇
年
九
月
ま
で
に
『
土
佐
日
記
』『
更
級
日
記
』『
十
六
夜
日
記
』

『
伊
勢
物
語
』
の
四
種
が
出
版
さ
れ
た
が
、残
る
『
竹
取
物
語
』『
徒
然
草
』

『
古
事
記
日
本
紀
歌
』『
後
撰
集
』『
百
人
一
首
』『
萬
葉
集
（
巻
一
、巻
二
）』

『
源
氏
物
語
（
桐
壺
、帚
木
、空
蝉
、夕
顔（

（
（

）』
は
、未
刊
に
終
わ
っ
た
。「
数

十
種
」
の
全
貌
は
不
明
だ
が
、
信
綱
が
選
ん
だ
十
一
種
を
見
る
と
、「
歌
」

と
限
定
さ
れ
る
記
紀
を
含
め
て
、
約
四
割
が
韻
文
で
あ
る
。
既
刊
の
『
土

佐
日
記
』『
伊
勢
物
語
』
に
お
い
て
も
本
文
中
の
和
歌
は
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

和
歌
の
現
代
語
訳
は
二
人
の
志
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

二
－
二
．
注
釈
的
現
代
語
訳
と
文
芸
的
現
代
語
訳

　

一
方
、
同
時
代
に
川
端
康
成
、
与
謝
野
晶
子
ら
二
十
名
の
文
学
者
が
現

代
語
訳
を
分
担
し
た「
現
代
語
訳
国
文
学
全
集
」（
非
凡
閣
）
は
、
一
九
三
六

年
十
月
か
ら
一
九
三
九
年
三
月
ま
で
に
『
古
事
記
・
日
本
書
紀
』
か
ら
『
梅

ご
よ
み
』
ま
で
全
二
十
六
巻
を
完
成
し
た
。
和
歌
集
な
ど
の
韻
文
は
含
ま

れ
ず
、『
土
佐
日
記
』
や
『
伊
勢
物
語
』
に
お
い
て
も
文
中
の
和
歌
は
原

歌
の
ま
ま
、
小
文
字
で
〔
歌
意
〕
を
添
え
る
形
式
で
あ
る
。

　

弘
綱
・
信
綱
の
「
口
訳
国
文
叢
書
」
と
の
違
い
を
、『
伊
勢
物
語
』
第

二
十
三
段
の
「
風
吹
け
ば
沖
つ
白
浪
た
つ
た
山
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
行

く
ら
ん
」
を
例
に
示
す
。

『（
口
訳
国
文
叢
書
四
）
口
訳
伊
勢
物
語
』（
佐
々
木
弘
綱
［
著
］
信
綱
［
補
］

一
九
四
〇
年
）
七
九
頁

風
ガ
吹
ク
ト
沖
ノ
白
浪
ガ
立
ツ
、
其
ノ
（
立
ツ
ト
云
フ
名
ノ
）
立
田
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山
ノ
恐
ロ
シ
イ
山
道
ヲ
、
夜
中
ノ
サ
ビ
シ
イ
時
ニ
、
我
ガ
夫
ハ
オ
一

人
デ
オ
越
エ
ナ
サ
ル
ノ
デ
ア
ラ
ウ
カ
。（
サ
ゾ
侘
ビ
シ
イ
事
デ
セ
ウ

ニ
。）

『（
現
代
語
訳
国
文
学
全
集
第
二
巻
）
伊
勢
物
語
・
落
窪
物
語
』（
窪
田
空
穂

［
訳
］
一
九
三
八
年
）
四
九
頁

風
吹
け
ば
沖
つ
白
浪
た
つ
た
山
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
行
く
ら
ん

〔
歌
意
〕
立
田
山
を
、
夜
、
君
が
ひ
と
り
で
超
え
て
行
く
こ
と
で

あ
ら
う
か
。（「
風
吹
け
ば
沖
つ
白
浪
」
は
、
風
が
吹
く
と
、
沖
つ

白
波
が
立
つ
と
続
き
、
立
田
山
へ
「
立
つ
」
で
懸
か
る
序
。「
立

田
山
」
は
大
和
国
平
群
郡
亀
ノ
瀬
越
。
河
内
へ
行
く
途
中
に
あ
る

山
。
路
の
悪
い
山
と
し
て
聞
え
て
居
る
。）

　

和
歌
も
現
代
語
で
読
ま
せ
る
か
、
和
歌
は
（
現
代
語
訳
は
で
き
な
い
、

ま
た
は
す
べ
き
で
は
な
い
か
ら
）
解
説
を
添
え
て
原
歌
の
ま
ま
読
ま
せ
る

か
、『
英
訳
萬
葉
集
』
編
纂
の
時
期
の
、
和
歌
の
現
代
語
訳
に
対
す
る
対

照
的
な
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
萬
葉
集
』の
注
釈
書
に
現
代
語
訳
と
評
釈
を
備
え
る「
近
代
的〈
注
釈
〉」

は
、
次
田
潤
（
一
九
二
一
）『
萬
葉
集
新
講
』
以
降
、
広
く
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
（
小
松
二
〇
二
一
）。
こ
の
場
合
の
現
代
語
訳
は
、
原
歌

を
離
れ
て
独
立
し
て
味
わ
う
こ
と
は
想
定
さ
れ
な
い
。「
現
代
語
訳
国
文

学
全
集
」
の
和
歌
に
添
え
ら
れ
た
〔
歌
意
〕
は
、
こ
の
注
釈
的
現
代
語
訳

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
現
代
語
訳
を
原
歌
と
は
別
に
作
品
と
し
て
示
す
「
口

訳
国
文
叢
書
」
の
場
合
は
、「
独
立
し
て
読
ん
で
味
わ
う
」
べ
き
文
芸
的

現
代
語
訳
で
あ
る
。
即
ち
、
現
代
語
訳
が
「
独
立
し
て
味
わ
え
る
」
も
の

か
ど
う
か
は
、
必
ず
し
も
巧
拙
の
問
題
で
は
な
く
、
注
釈
的
か
文
芸
的
か

の
立
場
の
違
い
に
も
よ
る
。

　

二
－
三
．『
萬
葉
集
』
の
英
訳
計
画

　

佐
佐
木
信
綱
は
『
萬
葉
集
』
の
英
訳
を
志
す
の
も
早
か
っ
た
。
十
五
歳

の
春
（
一
八
八
六
年
）
か
ら
国
民
英
学
会
で
「
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
先
生
」
に

英
語
を
学
び
、
そ
の
頃
か
ら
、「
萬
葉
集
の
英
訳
の
完
全
な
も
の
が
出
来

た
ら
ば
」
と
考
え
て
い
た
と
い
う
（
佐
佐
木
一
九
四
二
、六
一
頁
）。
そ
し
て
、

交
流
の
あ
っ
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
一
九
一
一
年
に
日
本
を
去
る
時
に
「
日

本
の
よ
い
詩
は
、よ
い
翻
訳
を
得
て
世
界
に
紹
介
さ
れ
る
日
が
待
た
れ
る
」

と
言
っ
た
の
を
心
に
刻
ん
で
い
た
（
佐
佐
木
一
九
五
三
、七
三
頁
）。

　

ま
た
、
佐
佐
木
は
『
萬
葉
集
』
の
海
外
で
の
受
容
に
関
心
が
高
く
、
外

国
語
訳
の
文
献
を
収
集
し
て
い
た（

（
（

。
佐
佐
木
（
一
九
四
二
）
に
十
九
世
紀
か

ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
の
『
萬
葉
集
』
の
海
外
で
の
翻
訳
事
情
を
ま
と
め

て
お
り
、『
萬
葉
集
事
典
』（
一
九
五
六
）
巻
末
の
「
翻
訳
」
の
項
に
主
な

文
献
を
書
誌
情
報
や
写
真
を
添
え
て
解
説
し
て
い
る
。
佐
佐
木
は
「
日
本

人
で
さ
へ
も
難
解
の
書
（
佐
佐
木
一
九
四
二
、六
〇
頁
）」
を
海
外
で
外
国
人
が

翻
訳
し
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
が
時
に
誤
り
を
含
み
、
不

十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。『
萬
葉
集
』
の
外
国
語
訳
は
「
文
学
の

形
に
現
は
れ
た
日
本
の
精
神
の
深
層
を
世
界
に
伝
へ
る
こ
と
」
で
、「
真
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に
萬
葉
の
精
神
を
訳
出
す
る
は
、
邦
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
邦
人

の
任
で
あ
る
（
佐
佐
木
一
九
四
八
、四
三
頁
）」
と
佐
佐
木
は
考
え
た（

（
（

。

　

ま
た
、
佐
佐
木
は
海
外
へ
の『
萬
葉
集
』の
紹
介
に
熱
心
で
、
一
九
二
五

年
に
全
二
十
五
巻
の
『
校
本
萬
葉
集
』
を
完
成
さ
せ
た
と
き
、
姉
崎
正
治
、

新
村
出
と
相
談
し
て
「
北
京
・
印
度
支
那
・
印
度
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ベ
ル
ギ
ー
・
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・

ア
メ
リ
カ
の
十
一
国
二
十
二
の
大
学
及
び
図
書
館
に
、
英
文
の
解
説
を
首

巻
の
初
め
に
加
へ
て
寄
贈
し
た
（
佐
佐
木
一
九
五
六
、一
七
四
頁
）」。

　

そ
し
て
、
一
九
二
九
年
頃（

（
（

、
佐
佐
木
は
外
務
省
の
知
人
を
介
し
て
外
務

省
嘱
託
の
小
畑
薫
良
（
一
八
八
八
～
一
九
七
一
）
に
協
力
を
求
め
、『
萬
葉
集
』

の
英
訳
に
と
り
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
小
畑
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学

院
で
中
世
英
文
学
を
学
ん
で
い
た
一
九
二
二
年
、李
白
の
詩
の
英
訳（T

he 
W

orks of Li Po: T
he Chinese Poet

（
李
白
詩
集
）. E. P. D

utton &
 

Co.

）
を
出
版
し
て
、
中
国
の
詩
人
、
聞
一
多
に
称
え
ら
れ
る
（
鈴
木

一
九
九
七
）
な
ど
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
。
そ
れ
で
、
信
綱
は
彼
に
白

羽
の
矢
を
立
て
た
の
だ
っ
た（

（
（

。
日
本
学
術
振
興
会
の
事
業
が
始
ま
る
前
に
、

小
畑
は
佐
佐
木
信
綱
の
選
ん
だ
代
表
歌
の
中
か
ら
数
十
首
を
訳
し
て
い
た

（
小
畑
一
九
四
三
、二
二
八
頁
）。

三
．
日
本
学
術
振
興
会
編
『
英
訳
萬
葉
集
』

　

三
－
一
． 『
萬
葉
集
』
英
訳
計
画
の
日
本
学
術
振
興
会
の
事
業
へ
の
吸

収
発
展

　

一
九
三
三
年
二
月
、
常
任
理
事
国
で
あ
っ
た
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
日

本
で
は
、
国
際
社
会
の
「
誤
解
」
を
解
き
、
日
本
の
文
化
を
認
め
さ
せ
る

こ
と
の
国
家
的
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
た
（
河
路
二
〇
一
一
）。「
学
術
の
振
興
」

も
、「
国
防
界
並
産
業
界
ノ
権
威
ヨ
リ
絶
大
ノ
熱
誠
ヲ
以
テ
迎
ヘ
ラ
ル
ル

ニ
至
（
日
本
学
術
振
興
会
一
九
三
五
、一
～
二
頁
）」
り
、
一
九
三
二
年
十
二
月

二
十
八
日
に
文
部
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
財
団
法
人
日
本
学
術
振
興
会
が

設
立
さ
れ
た
。
具
体
的
な
事
業
別
に
特
別
委
員
会
、
小
委
員
会
が
組
織
さ

れ
、
予
算
が
つ
い
て
活
動
が
始
ま
る
の
は
一
九
三
四
年
度
か
ら
の
こ
と
で
、

初
め
に
設
置
さ
れ
た
小
委
員
会
十
九
の
中
に
「
日
本
古
典
翻
訳
」
を
目
的

と
す
る
第
十
七
小
委
員
会
が
あ
っ
た
。
小
畑
（
一
九
四
三
）
は
、
信
綱
か
ら

「
当
分
二
人
の
仕
事
は
中
止
し
て
こ
れ
〔
日
本
学
術
振
興
会
の
事
業
〕
に
合
流

（
二
二
八
頁
）」
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
喜
ん
で
従
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

信
綱
と
小
畑
の
二
人
の
計
画
は
時
宜
を
得
て
、
国
家
事
業
と
し
て
本
格
的

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

三
－
二
．
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
和
歌
の
翻
訳
の
国
家
的
意
義
と
目
的

　

こ
の
時
期
、
な
ぜ
『
萬
葉
集
』
の
英
訳
が
国
家
的
に
重
要
だ
と
考
え
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
学
術
振
興
会
（
一
九
三
六
）
に
よ
る
と
、
第
十
七

小
委
員
会
の
目
的
は
「
日
本
古
典
ヲ
翻
訳
シ
テ
我
国
民
精
神
文
化
ヲ
海
外
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ニ
宣
揚
セ
ン
ト
ス
ル
」
こ
と
で
、『
萬
葉
集
』
が
選
ば
れ
た
理
由
は
「
最

古
ノ
歌
集
デ
ア
リ
、
ソ
ノ
内
容
ハ
上
天
皇
皇
族
ヨ
リ
下
耕
夫
ニ
至
ル
極
メ

テ
広
汎
ナ
範
囲
ノ
歌
ヲ
網
羅
シ
、
然
モ
後
世
歌
集
に
見
ル
コ
ト
ノ
出
来
ナ

イ
雄
健
率
直
ノ
表
現
ガ
特
色
デ
ア
リ
、
国
民
精
神
文
化
ノ
淵
源
ヲ
示
ス
最

モ
貴
重
ナ
モ
ノ
ガ
ア
ル
故
（
一
一
六
頁
）」
で
あ
っ
た
。

 

『
英
訳
萬
葉
集
』
の
〈
総
論
〉
の
第
二
部
の
〈
和
文
草
稿
〉
を
担
当
し
た

阿
部
次
郎
は
、
阿
部
（
一
九
四
三
）
に
、
日
本
古
代
の
仏
像
な
ど
の
造
形
芸

術
に
は
大
陸
の
影
響
が
大
き
い
の
に
対
し
、『
萬
葉
集
』
は
「
萬
葉
歌
人

の
つ
か
ふ
言
語
が
日
本
語
で
（
一
六
頁
）」、
固
有
の
言
語
が
高
度
に
発
達

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、「
美
術
史
と
は
ち
が
つ
た
自
信
を
我
々

に
与
へ
る
（
同
）」
と
述
べ
て
い
る
。

　

似
た
趣
旨
の
主
張
は
別
の
と
こ
ろ
で
も
聞
か
れ
た
。
一
九
三
四
年
に
国

際
文
化
事
業
を
担
う
外
務
省
及
び
文
部
省
所
轄
の
財
団
法
人
と
し
て
設
立

さ
れ
外
国
語
に
よ
る
日
本
文
化
の
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
た
国
際
文
化
振

興
会
は
、
一
九
三
五
年
六
月
六
日
東
京
華
族
会
館
で
フ
ラ
ン
ス
人
の
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
ボ
ノ
ー
に
よ
る
「
日
本
詩
歌
と
外
国
語
」
と
題
す
る
講
演
会
を

開
い
た
。
講
演
の
内
容
を
堀
口
大
学
が
日
本
語
訳
し
た
小
冊
子
、
ボ
ノ
ー

（
一
九
三
五
）
に
よ
る
と
、
西
欧
諸
国
は
日
本
精
神
を
イ
ン
ド
や
中
国
ま
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
の
混
合
物
だ
と
み
な
し
が
ち
で
、
い
ま
日
本
は
こ
の

誤
解
を
解
く
必
要
が
あ
る
と
語
り
、
日
本
語
の
古
典
詩
歌
こ
そ
が
、
日
本

人
の
精
神
文
化
の
神
髄
が
諸
文
化
の
移
入
以
前
に
独
自
の
も
の
と
し
て
存

在
し
て
い
た
証
拠
に
な
る
と
主
張
し
て
い
る
（
ボ
ノ
ー
一
九
三
五
、一
三
～

一
四
頁
）。
こ
れ
は
、「
我
国
民
精
神
文
化
」
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
時
局

の
風
潮
か
ら
生
ま
れ
た
謬
論
で
あ
る
。

　

ボ
ノ
ー
の
意
見
は
、
翻
訳
す
べ
き
古
典
詩
歌
は
『
萬
葉
集
』
と
『
古
今

集
』
だ
が
、『
萬
葉
集
』
は
読
み
方
に
議
論
が
あ
る
か
ら
、
残
る
の
は
『
古

今
集
』
の
み
で
あ
る
、
日
本
の
学
者
に
は
『
萬
葉
集
』
の
読
み
方
と
注
釈

の
研
究
を
し
て
、
迷
い
な
く
翻
訳
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
英
訳
萬
葉
集
』
が
、
国
際
文
化
振
興
会
で
は
な

く
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
る
学
術
的
な
取
り
組
み
と
さ
れ
た
背
景
に
は
、

こ
う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
に
は
こ
の
時
、
す
で
に

『
英
訳
萬
葉
集
』
の
事
業
は
始
ま
っ
て
い
た
。

　

三
－
三
． 

日
本
学
術
振
興
会
第
十
七
小
委
員
会
に
よ
る『
英
訳
萬
葉
集
』

の
編
纂

　

一
九
三
四
年
度
か
ら
一
九
三
九
年
度
ま
で
の
六
年
間
で『
英
訳
萬
葉
集
』

は
完
成
し
た
。
そ
の
過
程
を
日
本
学
術
振
興
会
『
特
別
及
ビ
小
委
員
会
ニ

ヨ
ル
総
合
研
究
ノ
概
要
（
第
一
～
第
七
）』（
一
九
三
五
～
一
九
四
三
）
に
基

づ
き
、
佐
佐
木
信
綱
、
小
畑
薫
良
、
市
河
三
喜
、
武
田
祐
吉
ら
当
事
者
の

回
想
を
援
用
し
て
ま
と
め
る
。

　

一
九
三
四
年
度
の
発
足
に
あ
た
っ
て
委
員
長
に
瀧
精
一
が
就
任
、
次
の

八
人
で
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
瀧
、
姉
崎
、
阿
部
、
辻
、
鈴
木
の
五
名

は
四
月
に
、
新
村
、
佐
佐
木
、
市
河
は
五
月
に
就
任
し
た
。

　

〇
文
化
史
方
面　

瀧　

精
一
、
姉
崎
正
治
、
阿
部
次
郎
、
新
村　

出
、

　

〇
国
史
学
方
面　

辻　

善
之
助

　

〇
国
文
学
方
面　

佐（
マ
マ
（々木

信
綱
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〇
漢
文
学
方
面　

鈴
木
虎
雄

　

〇
英
文
学
方
面　

市
河
三
喜

　

ま
ず
、
取
り
組
む
べ
き
は
『
萬
葉
集
』
の
一
〇
〇
〇
首
の
抄
訳
と
決
め

た
。
そ
し
て
同
年
十
一
月
、
信
綱
と
共
に
〈
和
文
草
稿
〉
を
書
く
「
原
案

委
員
」
に
、
斎
藤
茂
吉
、
武
田
祐
吉
、
橋
本
進
吉
、
山
田
孝
雄
、
吉
澤
義

則
の
五
名
が
就
任
し
た
。
橋
本
進
吉
と
武
田
祐
吉
は
佐
佐
木
信
綱
と
、『
校

本
萬
葉
集
』（
一
九
二
四
～
二
五
）
を
、
吉
澤
義
則
は
佐
佐
木
信
綱
、
藤
村

作
と
と
も
に
『
萬
葉
集
講
座
』（
一
九
三
三
、
春
陽
堂
）
を
編
ん
だ
顔
ぶ
れ
で
、

山
田
孝
雄
は
『
万
葉
集
講
義 
巻
第
一
～
三
』（
一
九
二
八
～
三
七
、
宝
文
館
）、

武
田
祐
吉
は
『
萬
葉
集
新
解
』（
一
九
三
〇
、
山
海
堂
出
版
部
）
を
著
し
、
斎

藤
茂
吉
は
歌
誌
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
で
仲
間
と
「
萬
葉
集
研
究
」（
一
九
三
四
年

七
月
～
一
九
三
八
年
六
月
）
を
連
載
中
で
あ
っ
た（

8
（

。

　

一
九
三
四
年
度
は
、
全
委
員
で
「
萬
葉
集
中
外
人
ニ
読
マ
セ
ル
ニ
最
モ

適
当
ト
思
惟
ス
ル
歌
千
首
ヲ
選
（
日
本
学
術
振
興
会
一
九
三
六
、一
一
六
頁
）」

び
出
し
た
。
選
定
基
準
は
「
歌
と
し
て
秀
れ
た
も
の
を
選
ぶ
の
は
当
然
で

あ
る
が
、〔
…
〕
特
に
文
化
史
等
の
上
か
ら
注
意
す
べ
き
作
を
網
羅
す
る

こ
と
と
し
た
（
佐
佐
木
一
九
四
二
、五
六
～
五
七
頁
）」
ほ
か
、「
外
国
人
が
読
ん

で
興
味
を
感
じ
る
や
う
な
も
の
を
網
羅
す
る
こ
と
と
し
た
（
市
河
一
九
四
七
、

一
八
二
頁
）」。

　

市
河
（
一
九
四
八
）
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
、
斎
藤
茂
吉
は
巻
一
、二
一

番
の
天
武
天
皇
「
紫
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
・
・
・
」
を
入
れ
る

よ
う
提
案
し
た
が
、
時
局
柄
、
天
皇
家
に
関
わ
る
作
品
は
、「『
さ
わ
ら
ぬ

神
に
た
た
り
な
し
』
で
委
員
会
と
し
て
は
残
念
な
が
ら
否
決
（
二
四
頁
）」

し
た
と
い
う
。
選
定
に
こ
う
し
た
政
治
的
な
忖
度
が
あ
っ
た
こ
と
は

Ichikaw
a

（
一
九
三
九
）
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

選
定
さ
れ
た
一
〇
〇
〇
首
に
は
、
長
歌
が
一
五
九
首
（
約
一
六
パ
ー
セ
ン

ト
）、
旋
頭
歌
が
九
首
含
ま
れ
る
。『
萬
葉
集
』
全
体
で
長
歌
が
約
六
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
比
べ
る
と
長
歌
の
割
合
が
大
き
い
。Ichikaw

a

（
一
九
三
九
）
は
浦
島
や
真
間
の
手
児
奈
の
伝
説
を
語
る
長
歌
を
『
萬
葉
集
』

の
「
叙
事
詩
」
と
し
て
示
し
て
い
る
。
か
ね
て
海
外
の
翻
訳
者
は
長
歌
に

注
目
し
が
ち
で
あ
っ
た（

9
（

。
作
品
の
選
定
に
は
、
過
去
の
翻
訳
か
ら
窺
え
る

外
国
人
読
者
の
関
心
や
好
み
も
考
慮
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
短
歌
も

同
じ
状
況
で
詠
ま
れ
た
数
首
を
ま
と
め
て
示
す
こ
と
が
多
い
。

　

第
十
七
小
委
員
会
が
決
定
し
た
英
訳
の
方
針
は
本
稿「
一
．
は
じ
め
に
」

に
示
し
た
と
お
り
、
①
現
代
の
英
語
で
、
②
自
由
詩
の
形
で
、
③
直
訳
に

過
ぎ
ず
、
意
訳
に
過
ぎ
ず
、
④
あ
る
程
度
の
自
由
を
認
め
、
⑤
独
立
し
て

読
ん
で
詩
と
し
て
味
わ
え
る
こ
と
、で
あ
っ
た
。
佐
佐
木
信
綱
（
一
九
四
二
）

は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
総
会
で
、
市
河
三
喜
が
こ
れ
を
説
明
し
、
英
訳

の
例
を
黒
板
に
書
い
た
と
こ
ろ
、「
某
科
学
者
」
が
、
こ
れ
な
ら
ば
自
分

に
も
萬
葉
が
わ
か
る
、
と
言
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
外
国
語
訳
が
原
文
よ

り
分
か
り
や
す
い
と
い
う
証
言
と
し
てIchikaw

a

（
一
九
三
九
）
は
、
森

鷗
外
が
、
青
島
で
ド
イ
ツ
語
訳
の
『
書
経
』
や
『
礼
記
』
を
読
ん
で
、
原

文
よ
り
読
み
や
す
い
と
言
っ
た
例
を
示
し
て
い
る
（
五
九
九
頁
）。
日
本
語

や
中
国
語
の
古
典
に
つ
い
て
、
英
訳
や
独
訳
の
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
と

い
う
の
は
、
現
代
語
だ
か
ら
と
い
う
理
由
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

現
代
日
本
語
に
よ
る
「
原
案
」
も
分
か
り
や
す
い
は
ず
で
あ
る
。
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抽
籤
に
よ
っ
て
（
佐
佐
木
一
九
四
二
、五
七
頁
）、
六
名
の
「
原
案
委
員
」
の

分
担
は
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。
括
弧
内
は
内
数
で
あ
る
（
表
1
）。

　

各
委
員
は
現
代
語
訳
と
脚
注
に
よ
る
〈
和
文
草
稿
〉
を
書
き
、
綴
り
に

し
て
提
出
し
、
順
に
委
員
会
に
か
け
た
。
二
年
に
わ
た
る
「
慎
重
検
討
審

議
ノ
結
果
〔
…
〕
従
来
意
味
ノ
不
明
デ
ア
ツ
タ
所
ヲ
明
ラ
カ
ニ
（
日
本
学

術
振
興
会
一
九
三
八
、二
六
四
頁
）」
し
、
外
国
人
用
の
解
説
を
加
え
た
〈
和
文

草
稿
〉
は
、
一
九
三
四
年
度
末
に
完
成
し
た
。
一
九
三
五
年
一
月
に
、
英

訳
者
と
し
て
小
畑
と
中
学
教
師
で
英
詩
人
の
石
井
雄
之
助
（
筆
名
：
白
村
）

が
嘱
託
に
就
任
し
て
英
訳
を
開
始
、
並
行
し
て
新
村
出
、
阿
部
次
郎
ら
に

よ
る
「
序
論
、
総
論
」（

（（
（

、
ま
た
「
地
図
、
索
引
及
び
ロ
ー
マ
字
書
」
も
委

員
が
分
担
し
て
準
備
し
た
。
ロ
ー
マ
字
の
綴
り
方
は
英
語
読
者
に
便
利
な

ヘ
ボ
ン
式
綴
り
が
用
い
ら
れ
た
。

　

英
訳
は
、
石
井
が
奇
数
巻
、
小
畑
が
偶
数
巻
（
小
畑
一
九
四
三
、二
二
八
頁
）

を
担
当
し
、
順
次
、
主
任
の
市
河
三
喜
が
こ
れ
を
校
閲
し
た
後
、「
ホ
ジ

ソ
ン
の
厳
密
ナ
校
正
ヲ
求
メ
、
之
ヲ
更
ニ
全
委
員
会
ノ
検
討
ニ
附
シ
タ
モ

ノ
ヲ
再
び
ホ
ジ
ソ
ン
ノ
検
閲
を
経
テ
決
定
訳
ト
シ
タ
（
日
本
学
術
振
興
会

一
九
三
九
Ａ
、
二
六
五
頁
）」。
こ
の
た
め
に
英
訳
者
の
二
人
は
仙
台
に
ホ
ジ

ソ
ン
を
何
度
も
訪
ね
、
全
委
員
会
は
毎
月
二
日
か
三
日
連
続
し
て
開
か
れ

た
。
そ
れ
は
「
萬
葉
学
研
究
会
と
も
い
ふ
べ
き
会
（
佐
佐
木
一
九
四
二
、五
八

頁
）」
で
、「
従
来
ノ
萬
葉
解
釈
ノ
上
ニ
出
テ
新
解
釈
ヲ
施
シ
タ
点
も
一
再

デ
ハ
ナ
カ
ツ
タ
（
日
本
学
術
振
興
会
一
九
三
九
Ａ
、
二
六
五
頁
）」
と
い
う
。

一
九
三
八
年
五
月
を
も
っ
て
一
〇
〇
〇
首
の
英
訳
が
完
成
し
た
。

　

作
品
の
掲
出
順
は
時
代
別
と
し
、「
近
江
〔
大
津
宮
〕
時
代
及
び
そ
れ

以
前
」「
飛
鳥
時
代
か
ら
藤
原
京
時
代
」「
奈
良
時
代
」「
時
代
不
明
の
作
品
」

表 1 ．〈和文草稿〉の執筆分担

担
当
者

担
当
巻

巻
ご
と
の
歌
数
（
括
弧
の
中
は
長
歌
の
数
、「
＊
旋
」
は
旋
頭
歌
）

合
計
（
長
歌
の
数
）

山
田
孝
雄

一
、二

一
：
五
〇
（
一
五
）、
二
：
八
六
（
一
五
）

一
三
六
（
三
〇
）

吉
澤
義
則

三
、四

三
：
一
三
七
（
二
〇
）、
四
：
六
六
（
六
）

二
〇
三
（
二
六
）

佐
佐
木
信
綱
五
、六
、七

五
：
四
八
（
九
）、
六
：
八
一（

（1
（

（
二
、
＊
旋
一
）、
七
：
二
七
（
〇
、
＊
旋
三
）

一
五
六
（
一
一
、
＊
旋
四
）

斎
藤
茂
吉

八
～
十
一

八
：
三
七
（
四
）、
九
：
四
四
（
一
六
）、
十
：
三
二
（
二
）、
十
一
：
四
三
（
＊
旋
四
）

一
五
六
（
二
二
、
＊
旋
四
）

武
田
祐
吉

十
二
～
十
六
十
二
：
一
一
（
〇
）、
十
三
：
六
六
（
三
〇
）、
十
四
：
二
六
（
〇
）、
十
五
：
三
八
（
四
）、

十
六
：
三
九
（
四
、
＊
旋
一
）

一
八
〇
（
三
八
、
＊
旋
一
）

橋
本
進
吉

十
七
～
二
十
十
七
：
四
一
（
九
）、
十
八
：
二
五
（
五
）、
十
九
：
四
八
（
一
三
）、
二
十
：
五
五
（
五
）

一
六
九
（
三
二
）

合
計

全
二
十
巻

一
〇
〇
〇
（
短
歌
八
三
二
、
長
歌
一
五
九
、
旋
頭
歌
九
）
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の
四
分
類
の
編
成
と
し
た
。
巻
末
に
旧
国
歌
大
観
番
号
と
「
本
書
の
番
号

（O
ur num

ber

）」
が
並
べ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
八
年
度
末
ま
で

に
総
説
、
付
録
等
を
含
め
た
日
本
語
原
稿
が
完
成
し
、
一
九
三
九
年
四
月

七
日
、
東
京
会
館
に
お
い
て
「
竟
宴
」
が
開
か
れ
た
（
武
田
一
九
三
九
）。

一
九
三
九
年
度
は
和
歌
以
外
の
部
分
の
英
訳
を
石
井
、
小
畑
が
引
き
続
き

行
っ
て
完
成
し
、
一
九
三
九
年
度
末
（
発
行
日
は
一
九
四
〇
年
三
月
十
五
日
）

に
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
続
く
一
九
四
〇
年
度
か
ら
は
、

「
原
案
委
員
」
の
顔
ぶ
れ
を
一
新
し
て
能
を
五
〇
曲
選
定
し
て
英
訳
す
る

事
業
に
と
り
か
か
る
が
、
戦
争
で
中
断
し（

（1
（

、
こ
の
小
委
員
会
の
事
業
と
し

て
完
成
さ
れ
た
の
は
『
英
訳
萬
葉
集
』
の
み
で
あ
っ
た
。

四
．『
英
訳
萬
葉
集
』
の
〈
和
文
草
稿
〉

　

四
－
一
．
佐
佐
木
信
綱
記
念
館
所
蔵
の
〈
和
文
草
稿
〉

　
〈
和
文
草
稿
〉
は
、
三
重
県
鈴
鹿
の
佐
佐
木
信
綱
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
二
〇
二
二
年
三
月
下
旬
に
筆
者
は
、
館
長
の
石
田
弘
一
氏
、
鈴

鹿
市
文
化
財
課
の
学
芸
員
、
田
中
里
美
氏
の
協
力
を
得
て
、
現
地
で
〈
和

文
草
稿
〉
を
閲
覧
し
た
。
田
中
氏
に
よ
る
と
佐
佐
木
信
綱
担
当
の
巻
五
は

所
在
不
明
と
の
こ
と
、
今
回
調
査
の
結
果
、
佐
佐
木
信
綱
の
担
当
の

一
一
四
首
と
、
山
田
、
橋
本
担
当
の
そ
れ
ぞ
れ
一
首
が
存
在
し
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
八
八
四
首
は
確
認
で
き
た
。
な
お
、『
英
訳

萬
葉
集
』
に
含
ま
れ
て
い
な
い
作
品
の
〈
和
文
草
稿
〉
が
十
首
存
在
す
る
。

旧
国
歌
大
観
番
号
で
表
に
ま
と
め
る
。
括
弧
内
は
内
数
で
あ
る
（
表
2
）。

　

山
田
の
原
稿
に
〔
実
際
に
は
採
録
さ
れ
た
〕
一
五
一
番
歌
は
採
用
し
な

表 2 ． 今回の調査で確認さ
れた〈和文草稿〉

担
当
者

担
当
巻

所
在
不
明
の
も
の
（
歌
数
）

『
英
訳
萬
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
歌

所
蔵
総
数

山
田
孝
雄

一
、二

一
五
三
番
（
一
）

四
一
番

一
三
六

吉
澤
義
則

三
、四

な
し
（
〇
）

四
二
六
番

二
〇
四

佐
佐
木
信
綱
五
～
七

巻
五
の
全
四
八
。
巻
六
の
九
〇
七
番
～
一
〇
四
九
番
（
六
六
）
一
〇
七
三
番
、
一
三
九
四
番
、
一
四
〇
五
番

四
五

斎
藤
茂
吉

八
～
十
一

な
し
（
〇
）

な
し

一
五
六

武
田
祐
吉

十
二
～
十
六
な
し
（
〇
）

二
九
八
二
番
、
三
三
二
六
番

一
八
二

橋
本
進
吉

十
七
～
二
十
四
二
九
三
番
（
一
）

四
〇
九
八
番
、
四
〇
九
九
番
、
四
一
〇
〇
番

一
七
一

合
計

全
二
十
巻

一
一
六
首

一
〇

八
九
四
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い
は
ず
だ
が
「
切
貼
〔
次
節
参
照
〕」
に
あ
る
か
ら
作
成
し
た
と
の
メ
モ
書

き
が
あ
り
、
最
終
的
に
存
在
す
る
一
五
三
番
歌
が
欠
け
て
い
る
。
橋
本
進

吉
の
草
稿
に
欠
け
て
い
る
四
二
九
三
番
歌
は
ま
と
め
て
綴
ら
れ
た
冊
子
の

目
次
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
か
ら
、
あ
と
で
追
加
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

最
終
的
な
『
英
訳
萬
葉
集
』
に
含
ま
れ
な
い
十
首
は
、
ど
こ
か
の
時
点
で

は
計
画
に
含
ま
れ
て
い
て
、
後
に
別
の
作
品
に
差
し
替
え
ら
れ
た
可
能
性

が
あ
る
。

　

四
－
二
．〈
和
文
草
稿
〉
の
体
裁

　
〈
和
文
草
稿
〉
は
、
専
用
の
原
稿
用
紙
に
肉
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
の
要
領
で
中
央
の
折
山
に
な
る
し
き
り
を
挟
ん
で

左
右
十
行
、
縦
が
一
八
マ
ス
で
、
そ
の
下
に
五
マ
ス
分
の
高
さ
の
脚
注
用

の
空
欄
が
あ
る
。
左
右
の
端
に
一
行
分
の
空
欄
が
あ
り
上
部
に
「
巻
」
と

印
刷
さ
れ
て
い
る
。
巻
数
と
旧
国
歌
大
観
番
号
を
書
き
入
れ
る
べ
き
欄
と

見
え
る
。
こ
の
用
紙
に
佐
佐
木
信
綱
［
編
］
の
岩
波
文
庫
『
白
文
萬
葉
集
』

（
一
九
三
〇
）
と
『
新
訓
萬
葉
集
』（
一
九
二
七
）
か
ら
該
当
す
る
番
号
の
作

品
が
切
り
貼
り
さ
れ
て
い
る
。『
白
文
萬
葉
集
』
は
漢
字
だ
け
で
書
か
れ

た
も
の
、『
新
訓
萬
葉
集
』
は
漢
字
か
な
交
じ
り
で
訓
（
読
み
）
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
一
首
の
場
合
も
あ
る
が
、
長
歌
と
反
歌
や
、
同
じ
状
況
で

作
ら
れ
た
一
連
の
作
品
な
ど
は
ま
と
め
て
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
貼

り
付
け
た
原
稿
用
紙
に
、
担
当
者
が
現
代
語
訳
と
脚
注
を
書
き
入
れ
る
。

短
歌
の
場
合
は
切
り
貼
り
の
用
紙
の
余
白
に
収
ま
る
が
、
長
い
詞
書
や
長

歌
は
五
、六
枚
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　

六
名
は
一
九
三
五
年
中
に
集
中
し
て
執
筆
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
と
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
任
意
の
表
紙
を
つ
け
て
綴
じ
て
提
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
綴

り
は
山
田
以
外
は
旧
国
歌
大
観
番
号
の
順
に
な
っ
て
い
る
が
、
山
田
孝
雄

の
草
稿
は
綴
り
ご
と
に
順
序
が
前
後
し
て
入
り
組
ん
で
い
る
。
表
紙
の
書

き
方
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
山
田
の
原
稿
の
表
紙
に
は
十
の
綴
り
の
う
ち
七

つ
に
提
出
日
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
日
付
順
に
並
べ
る
と
、
八
～
七
七
：

第
一
回
提
出
、
二
九
～
四
九
：
六
月
三
十
日
、
一
三
一
～
一
九
八
：
七
月

二
十
九
日
、
一
九
九
～
二
一
一
：
八
月
二
十
六
日
、
二
一
七
～
二
三
二
：

九
月
三
十
日
、
一
五
〇
～
二
〇
五
：
十
月
三
十
一
日
、
一
～
一
六
：
十
一

月
三
十
日
、
一
七
～
八
〇
：
十
二
月
二
十
三
日
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

　

四
－
三
．
六
名
の
原
案
委
員
に
よ
る
〈
和
文
草
稿
〉
の
特
色

　

六
名
の
〈
和
文
草
稿
〉
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
原
歌

に
な
い
言
葉
を
補
っ
た
部
分
に
は
傍
線
を
、
固
有
名
詞
に
は
二
重
傍
線
を

引
く
こ
と
、
固
有
名
詞
を
中
心
に
振
り
仮
名
を
多
め
に
振
る
こ
と
が
申
し

合
わ
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
に
、
六
名
の
原
稿
の
特
徴
を
ま
と

め
る
。

（
（
）
山
田
孝
雄
（
一
八
七
三
～
一
九
五
八
）

　

文
中
の
括
弧
書
き
の
説
明
や
脚
注
が
多
く
、
注
釈
書
め
い
た
原
稿
が
目

立
つ
が
、
一
方
で
括
弧
書
き
が
少
な
く
傍
線
部
が
多
い
主
情
的
な
原
稿
も

あ
る
。
前
者
は
注
釈
的
現
代
語
訳
で
、
作
品
と
し
て
は
推
敲
の
足
り
な
い

印
象
を
与
え
る
が
、
後
者
は
、
読
者
が
感
情
移
入
し
て
読
む
こ
と
が
で
き

る
。
両
者
は
経
時
的
な
変
化
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
両
方
の
例
を
あ
げ
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て
お
く
。
勢
い
の
あ
る
ペ
ン
字
で
書
か
れ
て
い
る
。

例
：
一
五
番
歌
と
八
五
番
歌

渡わ
た
つ
み

津
海
の
豊
旗
雲
に
入
日
さ
し
今
宵
の
月
夜
明
ら
け
く
こ
そ

 

中
大
兄
（
天
智
天
皇
）

（
わ
た
つ
み
の
、
枕
詞
で
あ
る
が
実
感
の
意
味
も
あ
る
）
海
の
上
に

豊
旗
雲
（
旗
の
や
う
に
た
な
び
い
て
見
え
る
み
ご
と
な
雲
）
に
入
日

が
さ
し
て
（
そ
の
さ
ま
が
ま
こ
と
に
う
る
は
し
い
。）
こ
の
様
子
で

は
今
夜
の
月
夜
は
き
つ
と
澄
み
渡
つ
て
佳
い
に
違
ひ
な
い
。

君
が
行
き
け
長
く
な
り
ぬ
山
尋
ね
迎
へ
か
行
か
む
待
ち
に
か
待
た
む

 

磐
姫
皇
后

陛
下
の
ご
旅
行
は
月
日
が
多
く
経
ち
ま
し
た
。
ど
う
し
て
か
う
長
く

旅
行
し
て
お
出
で
に
な
る
の
で
あ
ら
う
か
。
あ
の
山
を
訪
ね
て
お
迎

へ
に
参
り
ま
せ
う
か
。
そ
れ
と
も
か
う
し
て
ゐ
て
、
た
だ
い
つ
ま
で

も
待
つ
て
待
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
し
ま
せ
う
か
。
あ
ゝ
、
ど
う
し
た
ら

い
い
の
だ
ら
う
か
。

　

一
五
番
歌
で
は
、「
海
の
上
に
豊
旗
雲
に
」
の
「
に
」、「
今
夜
の
月
夜
は
」

の
「
夜
」
の
重
な
り
は
、
推
敲
の
余
地
が
あ
る
。
文
芸
的
現
代
語
訳
と
は

言
い
難
い
注
釈
的
現
代
語
訳
だ
が
、「
原
案
」
な
の
だ
か
ら
、
的
確
な
解

釈
を
示
し
、
文
芸
的
な
工
夫
は
英
訳
に
任
せ
る
と
い
う
姿
勢
に
も
一
理
あ

る
。
枕
詞
「
わ
た
つ
み
の
」
を
「
実
感
の
意
味
も
あ
る
」
と
し
て
「
海
の

上
に
」
と
訳
し
た
の
が
、
英
訳
で
は that rim

  the w
aste of w

aters

〔
直
訳
：
大
海
原
を
縁
取
る
〕
と
詩
的
な
言
葉
で
生
か
さ
れ
た
。
一
方
、

八
五
番
歌
は
傍
線
部
を
補
っ
て
感
情
を
前
に
出
し
て
い
る
。
英
訳
も
情
感

こ
も
る
表
現
で
こ
の
原
稿
に
即
し
て
い
る
が
、
傍
線
部
は
省
か
れ
て
い
る
。

（
1
）
吉
澤
義
則
（
一
八
七
六
～
一
九
五
四
）

　

作
者
の
立
場
や
身
分
に
応
じ
て
文
体
や
言
葉
を
巧
み
に
使
い
分
け
る
。

端
正
な
ペ
ン
字
で
、
修
正
が
少
な
め
で
あ
る
。
改
行
を
工
夫
し
て
、
自
由

詩
と
し
て
整
え
て
い
る
。
枕
詞
を
現
代
語
の
詩
的
表
現
と
し
て
生
か
す
な

ど
原
歌
の
香
り
を
残
す
努
力
も
感
じ
ら
れ
、
表
現
が
豊
か
で
あ
る
。
文
芸

的
現
代
語
訳
と
言
え
る
。

例
：
二
三
六
番
歌
・
二
三
七
番
歌

不い

な聴
と
い
へ
ど
強
ふ
る
志し

ひ斐
の
が
強し
ひ

語が
た
りこ

の
頃
聞
か
ず
て
朕わ
れ

恋
ひ
に
け

り 

持
統
天
皇

「
い
や
、も
う
沢
山
」と
い
つ
て
も
無
理
に
話
し
て
き
か
せ
る
志し

ひ斐（
第

二
人
称
の
気
持
）
の
押
売
話
、
そ
れ
を
こ
の
頃
妾わ
た
しは

聞
か
な
い
で
、

す
つ
か
り
き
ゝ
た
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

い
な
と
言
え
ど
語
れ
語
れ
と
詔の

ら
せ
こ
そ
志
斐
ひ
は
奏ま
を

せ
強し
ひ

語が
た
りと

言の

る

 

志し
ひ
の
お
み
な

斐
嫗

「
い
い
え
、
も
う
御
免
下
さ
い
」
と
い
つ
て
も
「
話
せ
、
話
せ
」
と

陛
下
が
お
つ
し
や
る
か
ら
こ
そ
、
志し

ひ斐
（
第
一
人
称
の
気
持
）
は
お

話
し
し
ま
す
の
で
す
。
そ
れ
を
陛
下
は
押
売
話
だ
と
お
つ
し
や
る
。



─ 1（8 ─

　

英
訳
を
み
る
と
二
首
の
冒
頭
に
吉
澤
の
直
接
話
法
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

「
わ
た
し
」
に
「
妾
」
の
字
を
あ
て
た
の
は
英
訳
で
は
性
別
が
必
要
で
あ

る
こ
と
に
配
慮
し
、
女
帝
で
あ
る
こ
と
を
表
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品

に
は
傍
線
部
が
な
い
。
吉
澤
の
原
稿
に
傍
線
は
比
較
的
少
な
い
。
傍
線
部

の
あ
る
も
の
も
一
首
挙
げ
て
お
く
。

例
：
四
八
八
番
歌

　

君
待
つ
と
吾
が
恋
ひ
居
れ
ば
わ
が
屋
戸
の
簾
う
ご
か
し
秋
の
風
吹
く

額
田
王

あ
の
御
方
が
い
ら
つ
し
や
る
の
を
待
つ
て
、
私
が
恋
し
が
つ
て
ゐ
る

と
、
あ
の
方
が
は
ひ
つ
て
で
も
い
ら
つ
し
や
る
か
の
や
う
に
、
我
が

家
の
簾
を
動
か
し
て
、
秋
の
風
が
吹
い
て
ゐ
る
。

　

挿
入
さ
れ
た
傍
線
部
は
、A

s if it w
ere you--- 
と
英
訳
に
生
か
さ
れ

た
。

（
3
）
佐
佐
木
信
綱
（
一
八
七
二
～
一
九
六
三
）

　

の
び
や
か
な
ペ
ン
字
で
、
傍
線
は
赤
イ
ン
ク
で
あ
る
。
作
品
の
背
景
や

事
情
を
盛
り
込
む
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
部
分
に
赤
い
傍
線
が
引
か
れ
る
。

イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
し
、
映
像
的
な
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
弘

綱
か
ら
受
け
継
い
だ
「
口
訳
国
文
叢
書
」
で
の
現
代
語
訳
の
方
法
で
、
特

に
英
訳
を
意
識
し
た
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
原
稿
に
修
正
は
多
く
、

と
き
に
別
紙
を
貼
り
込
ん
だ
り
し
て
い
て
、
苦
心
の
ほ
ど
が
知
ら
れ
る
。

例
：
一
〇
六
八
番
歌
と
一
〇
九
六
番
歌

天
の
海
に
雲
の
波
立
ち
月
の
船
星
の
林
に
こ
ぎ
隠
る
見
ゆ

 

柿
本
人
麻
呂

広
々
と
し
た
天
の
海
に
、
重
な
り
合
っ
て
雲
の
浪
が
湧
き
立
ち
、
三

日
月
の
舟
が
、
群
が
っ
て
を
る
星
の
林
の
中
に
、
漕
ぎ
隠
れ
て
ゆ
く

の
が
見
え
る
。

い
に
し
へ
の
事
は
知
ら
ぬ
を
我わ
れ

見
て
も
久
し
く
な
り
ぬ
天あ
め

の
香
具
山

 

作
者
不
詳

天
か
ら
飛
ん
で
き
た
の
で
天
の
か
ぐ
山
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
語

り
伝
へ
も
あ
る
が
、
さ
う
い
ふ
昔
の
こ
と
は
見
な
い
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
よ
く
は
知
ら
な
い
が
自
分
が
見
て
か
ら
で
も
、
随
分
年
月
が
久

し
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
、こ
の
天
の
香
具
山
は
。
ま
こ
と
に
、神
々

し
い
山
で
あ
る
。

　

赤
い
傍
線
が
目
立
つ
。
一
首
の
事
情
は
具
体
的
に
な
り
、
確
か
に
わ
か

り
や
す
い
が
、
一
〇
九
六
番
歌
の
最
後
の
「
神
々
し
い
」
と
讃
嘆
す
る
部

分
な
ど
は
過
剰
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
英
訳
に
必
要
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、

英
訳
で
は
傍
線
部
が
す
べ
て
省
か
れ
て
い
る
。

（
4
）
斎
藤
茂
吉
（
一
八
八
二
～
一
九
五
三
）

　

身
近
な
言
葉
で
語
る
よ
う
に
書
か
れ
、「
ね
」「
よ
」「
な
あ
」
と
い
っ

た
終
助
詞
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
作
品
主
体
に
応
じ
て
文
体
や
敬
語
が
自

由
に
使
い
分
け
ら
れ
、
躍
動
感
の
あ
る
文
体
で
読
み
応
え
の
あ
る
現
代
語
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訳
で
、
英
訳
の
原
案
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る
。
情
報
を
補
う
傍
線
部

分
が
長
い
場
合
が
あ
る
。
細
か
い
文
字
に
よ
る
脚
注
も
多
め
で
あ
る
。
細

い
筆
、
ま
た
は
太
い
ペ
ン
に
よ
る
丸
み
を
お
び
た
文
字
で
、
一
枚
ご
と
に

押
印
が
あ
り
修
正
か
所
の
少
な
い
改
ま
っ
た
原
稿
で
あ
る
。
紀き
の
い
ら
つ
め

女
郎
と

大お
ほ
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持
の
贈
答
歌
を
挙
げ
る
。

例
：
一
四
六
〇
番
歌
と
一
四
六
二
番
歌

戯わ

け奴
が
た
め
吾
手
も
す
ま
に
春
の
野ぬ

に
抜
け
る
茅つ
ば
な花

ぞ
食め

し
て
肥
え
ま

せ 

紀
女
郎

こ
れ
は
、
お
前
、
奴
さ
ん
の
た
め
に
、
私わ
た
しが

春
の
野
に
行
つ
て
折
角

取
つ
て
来
た
茅
花
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
め
し
あ
が
つ
て
お
肥
り

な
さ
い
ま
し
。

吾
が
君
に
戯わ

け奴
は
恋
ふ
ら
し
給た
ば

り
た
る
茅つ
ば
な花

を
喫は

め
ど
い
や
痩や

せ
に
痩

す 
大
伴
家
持

あ
ゝ
、
こ
の
奴
の
私
は
ア
ナ
タ
さ
ま
に
恋
し
て
ゐ
る
と
見
え
ま
す
ね
。

折
角
肥
れ
と
お（

マ
マ
（仰

っ
て
贈
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
茅
花
を
い
た
だ
き

ま
し
て
も
、
ま
す
ま
す
痩
せ
る
ば
か
り
で
す
ヨ
。

　
「
お
前
、
奴
さ
ん
」
は
英
訳
で
は O

 slave

〔
直
訳
：
奴
隷
よ
〕
と
そ
っ

け
な
い
。
文
体
か
ら
か
も
し
だ
さ
れ
る
ユ
ー
モ
ア
が
英
文
で
は
伝
わ
ら
な

い
の
は
無
理
も
な
く
、
茂
吉
は
英
訳
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
ず
に
書
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
も
う
一
首
挙
げ
る
。

例
：
一
五
五
二
番
歌

夕ゆ
ふ

月づ
く
よ夜

心こ
こ
ろも

萎し

ぬ
に
白
露
の
置
く
こ
の
庭
に
こ
ほ
ろ
ぎ
鳴
く
も

 

湯
原
王

夕ゆ
ふ
づ
き月
の
光
が
幽か

す

か
に
寂し

づ

か
に
庭
に
さ
し
て
ゐ
る
。
庭
草
に
は
も
う
露

の
玉
が
置
い
て
、
心
に
し
み
と
ほ
る
や
う
に
（
し
を
し
を
と
さ
せ
る

や
う
に
）
蟋
蟀
が
鳴
い
て
ゐ
る
。

　

傍
線
部
は
感
傷
的
で
、「
心
も
萎
ぬ
に
」
を
「
心
に
し
み
と
ほ
る
や
う
に
」

は
美
化
し
す
ぎ
で
、
添
え
ら
れ
た
括
弧
書
き
も
、
わ
か
り
に
く
い
。
英
訳

で
は Burthening m

y w
eary heart.

〔
直
訳
：
私
の
疲
れ
た
心
に
負

担
を
か
け
て
〕
と
、
蟋
蟀
の
声
が
心
を
萎
れ
さ
せ
る
こ
と
を
簡
潔
に
伝
え

て
い
る
。
傍
線
部
は
す
べ
て
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
。

（
5
）
武
田
祐
吉
（
一
八
八
六
～
一
九
五
八
）

　

ノ
ー
ト
を
と
る
よ
う
な
ペ
ン
書
き
で
、
修
正
か
所
が
多
い
。
語
ご
と
に

置
き
換
え
る
逐
語
訳
で
、
注
釈
的
現
代
語
訳
の
色
彩
が
濃
い
。
一
首
の
終

わ
り
に
「
男
の
歌
」「
女
の
歌
」「
男
の
歌
か
女
の
歌
か
不
明
」
と
書
き
添

え
た
り
、
訳
文
中
、「
妹
」
の
訳
に
「
そ
な
た
（
愛
人
・
女
性
）」
と
書
き

入
れ
た
り
し
て
い
る
。
英
語
に
必
要
な
性
別
を
明
記
す
る
一
方
で
、
英
訳

に
反
映
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
文
体
や
単
語
選
び
の
工
夫
は
最
小
限
に
と
ど

め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
詩
と
し
て
味
わ
う
に
は
日
本
語
の
表
現
力
に
乏

し
い
。

例
：
三
三
一
五
番
歌
と
三
三
一
七
番
歌
（
前
者
は
「
女
の
歌
」、
後
者
は
「
夫
の
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答
歌
」
と
あ
る
。）

泉
河
渡わ
た
り
せ瀬

ふ
か
み
わ
が
背
子
が
旅
ゆ
き
衣ご
ろ
もひ

づ
ち
な
む
か
も

 

作
者
不
詳

泉
川
の
川
渡
り
を
為
る
場
所
が
深
い
の
で
、
貴
方
様
の
旅
行
服
が
濡

れ
る
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
よ
。

馬
買
は
ば
妹
歩か

ち行
な
ら
む
よ
し
ゑ
や
し
石
は
履ふ

む
と
も
吾あ

は
二
人
行
か

む
馬
に
取
り
代
へ
た
ら
、
お
前
が
歩
い
て
い
く
こ
と
で
せ
う
。
よ
し
や

石
を
踏
ん
で
も
、
私
（
複
数
）
は
二
人
連
れ
で
行
き
ま
せ
う
。

　

女
性
が
夫
に
馬
を
持
た
せ
た
く
、
母
の
形
見
の
鏡
と
領
巾
を
馬
に
代
え

る
よ
う
に
い
う
長
歌
の
反
歌
で
あ
る
。「
旅
行
服
」は
身
も
蓋
も
な
く
、「
濡

れ
る
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
」
と
い
う
表
現
は
ぎ
こ
ち
な
い
。
武
田
の
原
稿
中

に
は
「
ス
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
語
法
が
ほ
か
に
も
見
ら
れ
る
。
英

訳
を
見
る
と
、「
貴
方
様
の
旅
行
服
」
は Y

our travelling clothes 

と

そ
の
通
り
で
あ
る
。「
私
（
複
数
）」
は Letʼs w

alk, the tw
o of us 

と
こ
れ
も
そ
の
通
り
で
、
英
文
の
ほ
う
が
読
み
や
す
い
。
こ
の
英
語
を
日

本
語
に
訳
す
な
ら
「
私
は
」
は
不
要
だ
ろ
う
。
武
田
は
注
釈
的
現
代
語
訳

の
立
場
で
の
「
原
案
」
に
徹
し
、
詩
情
を
英
訳
者
に
託
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
6
）
橋
本
進
吉
（
一
八
八
二
～
一
九
四
五
）

　

訳
文
は
分
か
り
や
す
く
端
整
で
、
感
情
表
現
は
抑
制
的
で
あ
る
。
脚
注

な
ど
に
作
品
の
背
景
や
事
情
に
つ
い
て
の
解
説
が
細
か
い
字
で
書
き
こ
ま

れ
て
い
る
。
ペ
ン
習
字
の
手
本
の
よ
う
な
整
っ
た
筆
跡
だ
が
、
推
敲
の
あ

と
は
目
だ
つ
。
巻
二
十
の
防
人
の
歌
よ
り
二
首
挙
げ
る
。

例
：
四
三
二
二
番
歌
と
四
三
七
三
番
歌

我
が
妻
は
い
た
く
恋
ひ
ら
し
飲
む
水
に
影か
ご

さ
へ
見
え
て
世
に
忘
ら
れ
ず

 

若わ
か

倭や
ま
と
べ
の部

身む

麿ま
ろ

私
の
妻
は
ひ
ど
く
私
に
恋
ひ
こ
が
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
私
の
飲
む
水

に
ま
で
妻
の
影
が
う
つ
つ
て
忘
れ
よ
う
と
し
て
も
、
決
し
て
忘
れ
る

事
が
出
来
な
い
。（「
飲
む
水
」
は
泉
又
は
井
の
水
で
あ
ら
う
。）

　

今
日
よ
り
は
顧
み
な
く
て
大
君
の
醜
の
御
楯
と
出
で
立
つ
吾
は

 

火
長
今い
ま

奉ま
つ
り

部べ
の

與よ

曾そ

布ふ

今
日
か
ら
は
家
郷
を
顧
み
る
こ
と
な
く
、
天
子
様
を
守
護
し
奉
る
賤

し
い
御
楯
と
し
て
出
て
い
く
の
だ
よ
、
こ
の
私
は
。（「
醜
の
」
は
自

ら
謙
遜
し
て
い
ふ
。「
御
楯
」
は
君
を
守
護
す
る
兵
士
を
楯
に
た
と

へ
た
の
で
あ
る
。）

　

前
者
で
は
橋
本
は
原
歌
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
人
称
名
詞
を
書
き
加

え
、
後
者
で
は
「
家
郷
を
」
と
内
容
を
補
っ
て
歌
意
を
明
確
に
し
て
い
る
。

こ
れ
は
英
訳
に
必
要
な
情
報
で
、
そ
の
ま
ま
英
訳
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

謙
遜
の
表
現
と
注
記
し
た
「
醜
の
御
楯
」
は A

s H
er M

ajesty
s̓ hum

ble 
shield.

〔
直
訳
：
陛
下
の
さ
さ
や
か
な
盾
と
し
て
〕
と
忠
実
に
訳
出
さ
れ
た
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
佐
佐
木
は
父
の
志
を
継
ぐ
文
芸
的
現
代
語
訳
を
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追
求
し
、
吉
澤
と
斎
藤
は
英
訳
に
反
映
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
工

夫
を
凝
ら
し
た
文
芸
的
現
代
語
訳
を
行
っ
た
一
方
、
山
田
、
武
田
は
注
釈

的
現
代
語
訳
の
色
彩
が
濃
く
、
特
に
武
田
は
英
訳
の
準
備
に
徹
し
て
訳
し

た
よ
う
で
あ
る
。
橋
本
の
訳
は
注
釈
的
現
代
語
訳
で
も
あ
り
端
整
な
文
芸

的
現
代
語
訳
と
し
て
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

四
－
四
．
修
正
意
見
に
見
る
〈
和
文
草
稿
〉
の
目
的

　

上
記
の
自
筆
原
稿
は
、
提
出
後
、
委
員
会
で
の
修
正
を
経
て
確
定
さ
れ

た
が
、
そ
の
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
謄
写
版
印
刷
の
資
料
の
一
部
も
佐
佐

木
信
綱
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
原
紙
の
上
か
ら
五
分
の
三
あ
た
り

の
横
線
の
上
は
訳
文
、
下
は
脚
注
で
あ
る
。
保
管
さ
れ
て
い
る
一
綴
り
は

表
紙
に
「
第
九
号　

昭
和
十
年
六
月
〔
空
白
〕
日
」「
斎
藤
委
員
第
一
回

原
稿
修
正
案
、
原
稿
第
四
回
十
首
、
山
田
委
員
原
稿
第
三
回
二
十
五
首
」

と
あ
っ
て
該
当
す
る
〈
和
文
草
稿
〉
が
転
写
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
謄
写

版
の
「
第
十
号　

昭
和
十
年
六
月
〔
空
白
〕
日　

第
拾
七
小
委
員
会
原
案

委
員
会
々
議
記
事　

斎
藤
委
員
原
稿
第
五
回
分　

十
七
首
」
と
表
紙
に
書

か
れ
た
冊
子
も
あ
る
。
こ
の
議
事
録
に
よ
る
と
、
本
稿
三
－
二
で
紹
介
し

た
国
際
文
化
振
興
会
の
ボ
ノ
ー
の
講
演
「
日
本
の
詩
歌
と
外
国
語
」
に
つ

い
て
英
訳
担
当
の
小
畑
が
報
告
し
、
こ
れ
に
関
し
て
新
村
委
員
が
新
聞
に

寄
稿
を
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
と
あ
る
。
ほ
か
は
個
々
の
訳
文
に
つ
い
て

の
解
釈
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。
二
三
五
番
歌
に
つ
い
て
英
訳
担
当
の
石

井
が
「
皇
お
ほ
き
み」
は
女
性
か
男
性
か
を
た
ず
ね
、
女
性
だ
と
の
答
え
を
得
た
と

あ
る
。『
英
訳
萬
葉
集
』
を
確
認
す
る
と Em

press

（
女
帝
）、goddess

（
女
神
）
の
語
が
用
い
ら
れ
、女
帝
の
持
統
天
皇
で
あ
る
と
の
脚
注
が
あ
る
。

議
論
は
、
地
名
等
の
読
み
方
（
訓
）
や
言
葉
の
解
釈
を
め
ぐ
る
も
の
で
、

単
数
か
複
数
か
な
ど
も
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
（Ichikaw

a

一
九
三
九
）。
現

代
語
訳
の
表
現
の
巧
拙
は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
た
た
き
台
と

し
て
望
ま
し
い
英
訳
を
得
る
こ
と
が
委
員
会
の
目
的
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

五
．〈
和
文
草
稿
〉
か
ら
英
訳
へ

　

五
－
一
．〈
和
文
草
稿
〉
と
は
何
だ
っ
た
の
か

　
〈
和
文
草
稿
〉
は
翻
訳
に
際
し
て
行
わ
れ
た
活
発
な
議
論
の
前
の
経
過

的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
翻
訳
の
質
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考

え
る
と
、本
稿
冒
頭
の
「
独
立
し
て
読
ん
で
も
十
分
詩
と
し
て
味
わ
え
る
」

の
か
、
と
い
う
問
に
対
す
る
答
え
は
、
い
く
ぶ
ん
否
定
的
な
も
の
に
な
る
。

委
員
会
に
は
、
こ
れ
を
独
立
し
た
読
み
物
と
し
て
公
刊
し
よ
う
と
い
う
考

え
は
な
か
っ
た
。

　

当
初
よ
り
佐
佐
木
信
綱
の
頭
の
中
に
あ
っ
た
の
は
、
英
訳
の
み
な
ら
ず

多
言
語
訳
の
拠
点
と
し
て
の
現
代
語
訳
で
あ
っ
た
。
佐
佐
木
は
、
日
本
学

術
振
興
会
の
席
で
も
「
独
語
、
仏
語
、
伊
語
、
支
那
語
等
に
も
拡
大
さ
れ

た
い
」
と
希
望
し
た
が
、
そ
れ
は
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
（
佐
佐
木
一
九
四
二
、 

六
二
頁
）。
諦
め
き
れ
な
か
っ
た
佐
佐
木
は
、
ド
イ
ツ
語
訳
は
松
本
高
校
の

ド
イ
ツ
語
教
師
ツ
ア
ヘ
ル
ト
に
、
中
国
語
訳
は
銭
稲
孫
が
試
み
て
い
た
の

に
注
目
し
て
銭
に
委
嘱
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
民
間
団
体
の
支
援
を
取
り
付
け

た
。
戦
争
で
予
定
ど
お
り
に
は
い
か
な
か
っ
た
が
、
中
国
語
訳
は
一
九
五 
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九
年
に
日
本
学
術
振
興
会
よ
り
『
漢
訳
萬
葉
集
選
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

佐
佐
木
は
こ
れ
を
喜
び
、
同
書
巻
末
に
寄
せ
た
文
章
に
「
さ
ら
に
朝
鮮
語

や
印
度
語
、
イ
タ
リ
ー
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
オ
ラ
ン
ダ

語
に
も
及
ぶ
や
う
に
と
希
望
し
て
ゐ
る
（
佐
佐
木
一
九
五
九
、一
八
八
頁
）」
と

綴
っ
て
い
る
。

　

日
本
語
の
古
典
に
通
じ
て
い
た
銭
稲
孫
は
、
原
文
か
ら
『
詩
経
』
に
準

ず
る
古
典
的
な
中
国
語
で
訳
し
た
。
そ
れ
で
も
、
難
解
と
思
わ
れ
た
巻

三
七
九
一
番
の
長
歌
に
つ
い
て
、銭
が
佐
佐
木
に
求
め
た
の
は
「
口
語
訳
」

で
あ
っ
た（

（3
（

。『
萬
葉
集
』
の
外
国
語
訳
の
拠
点
と
な
る
現
代
語
訳
の
決
定

版
は
有
用
で
、
そ
れ
が
〈
和
文
草
稿
〉
へ
の
志
で
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は

夢
に
終
わ
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
〈
和
文
草
稿
〉
は
、
当
時
の
顕
学
六
名
の
思
考
、
議
論
の
跡
が
辿
れ
る

貴
重
な
肉
筆
資
料
で
あ
る
。『
英
訳
萬
葉
集
』、
ひ
い
て
は
戦
時
体
制
下
の

『
萬
葉
集
』
の
受
容
を
め
ぐ
る
多
方
面
か
ら
の
思
考
を
促
す
価
値
あ
る
資

料
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

五
－
二
．〈
和
文
草
稿
〉
と
英
訳
の
不
一
致

　

さ
て
、〈
和
文
草
稿
〉
と
最
終
的
な
英
訳
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両

者
の
不
一
致
が
目
に
つ
く
。〈
和
文
草
稿
〉
が
と
き
に
、
原
歌
に
な
い
こ

と
ば
や
注
釈
を
過
剰
に
補
い
が
ち
で
あ
る
の
に
対
し
、
総
じ
て
英
訳
は
短

く
、
原
歌
に
な
い
こ
と
ば
を
補
う
こ
と
に
禁
欲
的
で
あ
る
。
四
節
で
挙
げ

た
中
か
ら
示
す
と
、
山
田
孝
雄
に
よ
る
八
五
番
歌
、
佐
佐
木
信
綱
に
よ
る

一
〇
九
六
番
歌
が
典
型
で
あ
る
。
斎
藤
茂
吉
の
一
五
五
二
番
歌
に
至
っ
て

は
、
原
歌
に
も
ど
っ
て
訳
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、〈
和
文
草
稿
〉

の
過
剰
な
部
分
は
英
訳
で
潔
く
割
愛
さ
れ
、〈
和
文
草
稿
〉
よ
り
も
原
歌

に
近
い
の
で
あ
る
。

　

簡
潔
な
名
訳
は
『
英
訳
萬
葉
集
』
の
価
値
を
高
め
、
戦
時
体
制
の
産
物

で
あ
っ
た
『
英
訳
萬
葉
集
』
に
時
代
を
超
え
る
力
を
与
え
た
。
な
ぜ
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

五
－
三
．
校
閲
者
、
リ
ー
フ
・
ホ
ジ
ソ
ン
の
功
績

　
『
英
訳
萬
葉
集
』
を
名
訳
に
導
い
た
第
一
の
功
績
は
校
閲
者
リ
ー
フ
・

ホ
ジ
ソ
ン
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
小
畑
と
石
井
は
担
当
分
を
仙
台
の
ホ
ジ

ソ
ン
宅
に
持
参
し
、
校
閲
は
そ
の
場
で
行
わ
れ
た
。
小
畑
（
一
九
三
八
）
は
、

日
本
語
を
解
さ
ず
『
萬
葉
集
』
に
予
備
知
識
の
な
い
ホ
ジ
ソ
ン
を
、「
吾

等
の
も
つ
国
民
的
尊
崇
や
愛
着
に
捉
は
れ
ず
、
ま
た
原
歌
の
一
つ
一
つ
が

持
つ
優
越
性
や
主
要
性
を
離
れ
て
、
英
訳
そ
の
も
の
の
詩
的
価
値
を
公
正

に
評
価
し
得
る
」
と
信
頼
し
て
自
分
の
訳
を
ホ
ジ
ソ
ン
に
見
せ
て
相
談
し
、

ホ
ジ
ソ
ン
の
反
応
か
ら「
泰
西
読
者
の
間
に
呼
び
起
こ
す
で
あ
ら
う
反
響
」

を
予
想
し
つ
つ
、
歩
み
寄
る
べ
き
は
歩
み
寄
り
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と

き
は
議
論
を
厭
わ
ず
、
東
京
行
き
の
最
終
列
車
の
時
刻
が
迫
る
ま
で
討
議

を
し
た
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
土
居
光
知
が
同
席
し
た
と
い
う
。
土
居

の
名
は
小
畑
（
一
九
三
八
）
に
し
か
現
れ
ず
、
刊
行
後
、
土
居
が
『
帝
国
大

学
新
聞
』
に
書
い
た
「
英
訳
萬
葉
集
（
①
～
⑤
）」（
土
居
一
九
四
〇
）
に
も

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ホ
ジ
ソ
ン
の
同
僚
と
し
て
非
公
式
に
協
力
し
た
の

だ
ろ
う
。
小
畑
が
必
死
に
説
明
す
る
と
「
充
分
に
原
歌
の
妙
味
を
体
得
し
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た
彼
〔
ホ
ジ
ソ
ン
〕
は
、
私
〔
小
畑
〕
の
貧
困
な
語
彙
に
は
到
底
見
出
さ

れ
な
い
適
確
剴
切
な
る
訳
語
を
提
示
し
て
」小
畑
を
喜
ば
せ
た
と
い
う（
小

畑
一
九
三
八
、四
頁
）。
で
き
た
原
稿
を
受
け
取
っ
た
市
河
三
喜
は
、
こ
れ
を

「
仮
訳
」
と
し
て
全
委
員
会
に
配
布
、
委
員
会
で
は
改
め
て
原
歌
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
「
丹
念
に
検
閲
す
る
」。
委
員
が
納
得
で
き
な
い
と
な
る
と
、

再
度
小
畑
が
ホ
ジ
ソ
ン
に
持
参
、
議
論
を
し
て
市
河
に
送
っ
て
委
員
会
へ

と
い
う
コ
ー
ス
を
多
い
時
は
三
回
繰
り
返
し
、「
仙
台
と
東
京
の
間
を
し

ば
し
宙
に
迷
は
ね
ば
な
ら
ぬ
憐
れ
む
べ
き
運
命
に
陥
る
歌
」
も
あ
っ
た
と

い
う
。〈
和
文
草
稿
〉
と
英
訳
と
に
不
一
致
が
目
立
つ
の
も
道
理
で
あ
る
。

　

小
畑
は
そ
の
三
年
半
前
か
ら
ホ
ジ
ソ
ン
を
慕
い
、
ホ
ジ
ソ
ン
家
で
は
夫

妻
で
小
畑
を
あ
た
た
か
く
遇
す
る
ば
か
り
か
、
一
緒
に
仙
台
旅
行
を
し
た

こ
と
も
数
度
に
及
ん
だ
。
こ
う
し
た
信
頼
関
係
あ
っ
て
こ
そ
の
真
剣
勝
負

の
議
論
で
あ
り
、
優
れ
た
英
訳
の
完
成
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

一
九
三
八
年
五
月
に
『
英
訳
萬
葉
集
』
の
全
一
〇
〇
〇
首
の
翻
訳
が
終

わ
る
と
、
七
月
に
ホ
ジ
ソ
ン
は
英
国
に
帰
国
し
た
。
翌
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
第
二
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
り
、
一
九
四
一
年
十
二
月
に
は
日
本
が

米
英
と
戦
争
を
始
め
る
。そ
の
直
前
に
、双
方
が
信
頼
し
合
い
尊
重
し
合
っ

て
熱
い
議
論
を
交
わ
し
、
時
代
を
超
え
る
翻
訳
に
行
き
着
い
た
の
だ
っ
た
。

帰
国
の
際
に
は
、
小
畑
が
石
井
、
市
河
そ
し
て
佐
佐
木
に
声
を
か
け
て
東

京
で
ホ
ジ
ソ
ン
夫
妻
の
送
別
の
宴
を
設
け
た
。
ホ
ジ
ソ
ン
は
「
相
変
ら
ず

愉
快
に
は
し
や
い
で
居
た
（
小
畑
一
九
三
八
、六
頁
）」
と
い
う（

（4
（

。

　

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
は
『
英
訳
萬
葉
集
』
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
出
版
版

（
一
九
六
五
）
の
「
前
書
き
（Forw

ard

）」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
『
萬
葉
集
』
の
翻
訳
で
最
も
満
足
で
き
る
も
の
は
本
作
品
で
あ
る
。

日
本
人
の
英
文
学
と
日
本
文
学
の
学
者
に
よ
る
委
員
会
に
よ
っ
て
原

案
が
作
ら
れ
た
後
、
当
時
日
本
に
居
住
し
て
い
た
英
国
の
詩
人
ラ
ル

フ
・
ホ
ジ
ソ
ン
に
よ
っ
て
改
訂
（revise

）
さ
れ
た
。
日
本
と
西
洋

の
学
者
の
共
同
作
業
は
、
難
し
い
作
品
の
正
確
で
か
つ
文
学
的
に
優

れ
た
翻
訳
と
い
う
永
遠
の
課
題
に
対
す
る
最
善
の
解
決
策
だ
と
繰
り

返
し
言
わ
れ
て
き
た
が
、
私
の
知
る
限
り
、
英
訳
万
葉
集
は
そ
う
し

た
共
同
作
業
の
唯
一
の
成
功
例
で
あ
る
。

　

一
般
に
、
西
洋
人
の
方
は
、〔
…
〕
無
意
識
に
好
み
の
言
い
回
し

に
作
り
直
そ
う
と
し
た
り
、〔
…
〕
西
洋
の
読
者
に
と
っ
て
よ
り
魅

力
的
な
詩
に
し
よ
う
と
し
た
り
し
が
ち
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、

日
本
人
の
方
は
、
異
議
を
唱
え
る
の
を
遠
慮
し
が
ち
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
が
例
外
的
に
う
ま
く
機
能
し
、

イ
ギ
リ
ス
人
と
日
本
人
が
等
し
く
互
い
を
尊
重
し
あ
っ
て
い
る
。

（K
eene, D

onald

（（965

）pp. iii～
iv

、
日
本
語
訳
は
河
路
に
よ
る
。）

　
「
真
に
萬
葉
の
精
神
を
訳
出
す
る
は
、
邦
人
で
な
け
れ
ば
（
佐
佐
木
一
九 

四
八
、四
三
頁
）」
な
ら
な
い
と
意
気
軒
高
な
委
員
会
の
総
勢
と
英
国
の
詩
人

ホ
ジ
ソ
ン
一
人
の
構
図
だ
が
、
ホ
ジ
ソ
ン
の
背
後
に
は
こ
れ
か
ら
届
け
る

べ
き
欧
米
の
読
者
が
い
た
。
読
者
に
届
け
る
使
命
感
か
ら
委
員
会
は
ホ
ジ

ソ
ン
の
意
見
を
尊
重
し
、
ホ
ジ
ソ
ン
も
彼
ら
を
、
そ
し
て
『
萬
葉
集
』
を

尊
重
し
た
。
容
易
に
は
譲
ら
ず
粘
り
強
く
議
論
し
て
深
い
作
品
理
解
に
至

り
、
的
確
な
訳
に
導
い
た
ホ
ジ
ソ
ン
の
功
績
は
大
き
い
が
、
そ
も
そ
も
こ
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の
方
法
を
決
め
て
ホ
ジ
ソ
ン
に
白
羽
の
矢
を
た
て
、
真
剣
に
議
論
を
繰
り

返
し
た
委
員
会
も
見
事
で
あ
っ
た
。

六
．
終
わ
り
に

　

鈴
鹿
の
佐
佐
木
信
綱
記
念
館
の
二
階
の
大
き
な
机
の
上
で〈
和
文
草
稿
〉

を
開
い
て
見
た
と
き
の
感
動
は
忘
れ
が
た
い
。
肉
筆
原
稿
の
前
に
座
る
と
、

か
つ
て
大
き
な
使
命
感
を
も
っ
て
こ
こ
に
座
っ
て
い
た
人
の
気
魄
が
伝

わ
っ
た
。
と
き
に
書
き
泥
み
、
線
で
消
し
て
修
正
し
た
り
、
別
紙
を
貼
り

込
ん
だ
り
し
て
い
る
。
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
て
読
ん
だ
が
、
最
終
的
な
英

訳
と
の
距
離
は
思
い
の
ほ
か
大
き
か
っ
た
。

　
『
英
訳
万
葉
集
』
は
戦
後
の
一
九
四
八
年
に
も
刷
ら
れ
、
一
九
八
六
年

に
は
「
第
四
刷
」
と
し
て
復
刊
さ
れ
た
。
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
は
そ
の
著

（
一
九
五
五
、一
九
九
三
）
に
お
い
て
『
萬
葉
集
』
の
作
品
に
は
こ
の
翻
訳
を

引
用
し
て
い
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
出
版
か
ら
一
九
六
三
年
に
刊
行
さ
れ

た
ほ
か
、
現
代
に
い
た
る
ま
で
様
々
に
で
読
み
継
が
れ
て
い
る
。『
英
訳

萬
葉
集
』
の
一
〇
〇
〇
首
に
は
、
初
め
て
触
れ
る
外
国
人
に
も
想
像
し
や

す
い
も
の
が
選
ば
れ
た
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
そ
れ
は
初
め
て
触
れ
る
日

本
人
に
も
読
み
や
す
い
に
違
い
な
い
。
長
歌
の
多
さ
は
、『
萬
葉
集
』
の

印
象
を
新
し
く
す
る
。
日
本
で
長
歌
が
短
歌
ほ
ど
親
し
ま
れ
な
い
の
は
、

長
い
原
文
が
難
し
い
か
ら
だ
ろ
う
。『
英
訳
萬
葉
集
』
の
現
代
日
本
語
訳

が
あ
れ
ば
、
日
本
語
読
者
も
こ
の
魅
力
に
改
め
て
出
会
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
（
一
九
九
四
）
も
リ
ー
ビ
英
雄
（
二
〇
〇
四
）

も
長
歌
を
読
む
喜
び
を
英
語
を
通
し
て
訴
え
て
い
る
。

　

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
（
一
九
二
二
～
二
〇
一
九
）
の
日
本
文
学
と
の
出
会

い
は
、
ち
ょ
う
ど
一
九
四
〇
年
、
十
八
歳
の
キ
ー
ン
が
た
ま
た
ま
本
屋
で

ア
ー
サ
ー
・
ウ
エ
ー
リ（

（5
（

に
よ
る
英
訳
の
『
源
氏
物
語
』
を
見
つ
け
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
（
キ
ー
ン
／
河
路
二
〇
一
四
、二
四
頁
ほ
か
）。
キ
ー
ン
は
、

対
談
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
場
面
で
繰
り
返
し
、
日
本
の
古
典
教
育
を
批
判

し
た
。
原
文
を
絶
対
視
し
、
古
典
文
法
の
学
習
に
終
始
し
て
作
品
を
味
わ

う
楽
し
み
を
伝
え
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
古
典
文
学

を
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
日
本
人
が
多
い
、
自
分
も
、
も
し
初
め
か
ら
原

文
を
強
い
ら
れ
て
い
た
ら
日
本
文
学
に
関
心
を
も
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
と

現
代
語
訳
で
読
む
こ
と
を
勧
め
て
い
た
（
瀬
戸
内
／
キ
ー
ン
二
〇
一
八
、一
八
五

頁
ほ
か
）。

　

海
外
の
英
語
の
読
者
に
日
本
を
紹
介
す
る
目
的
で
英
語
で
書
か
れ
た
著

作
と
し
て
、
新
渡
戸
稲
造
の
『
武
士
道
』（
原
本
一
八
九
九
）、
岡
倉
天
心
の

『
茶
の
湯
』（
原
本
一
九
〇
六
）、
内
村
鑑
三
の
『
代
表
的
日
本
人
』（
原
本

一
九
〇
八
）
な
ど
は
後
に
そ
の
和
訳
が
日
本
で
読
ま
れ
、
現
在
も
読
み
継

が
れ
て
い
る
。『
英
訳
萬
葉
集
』の
和
訳
は
、英
語
の
読
者
が
味
わ
っ
た『
萬

葉
集
』
の
長
歌
・
短
歌
の
魅
力
が
、
現
代
日
本
語
で
生
き
生
き
と
立
ち
上

が
っ
て
く
る
新
鮮
な
も
の
に
な
る
に
違
い
な
い
と
思
え
る
。

注（
（
） 
小
委
員
会
は
特
別
委
員
会
と
並
ん
で
「
国
家
重
要
ノ
問
題
ノ
解
決
」
の

た
め
に
「
随
時
諸
官
衙
、
官
公
私
立
大
学
専
門
学
校
、
同
研
究
所
試
験
所

及
有
力
会
社
、
協
会
等
ノ
学
者
、
専
門
家
、
経
済
家
等
ノ
権
威
ヲ
以
て
（
日
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本
学
術
振
興
会
一
九
三
九
Ｂ
、
七
～
八
頁
）」
構
成
さ
れ
た
。
戦
争
で
中
断

す
る
一
九
四
二
年
度
末
ま
で
に
都
合
五
十
五
の
小
委
員
会
が
活
動
し
た
。

理
科
系
分
野
の
研
究
が
多
く
、
文
学
を
対
象
と
す
る
の
は
第
十
七
小
委
員

会
の
み
で
あ
る
。

（
1
） 

佐
々
木
弘
綱
の
『
古
事
記
歌
俚
言
解
』
草
稿
の
松
川
春
文
に
よ
る
写
本

（
一
八
九
〇
）
が
天
理
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
国
立
情
報
学
研
究
所
の

デ
ー
タ
ベ
ー
スcinii books

に
よ
る
）。

（
3
） 「
口
訳
国
文
叢
書
」
の
第
一
回
配
本
『
口
訳
土
佐
日
記
』（
一
九
三
八
）

の
巻
末
広
告
に
よ
る
。

（
4
） 

佐
佐
木
信
綱
の
旧
友
、
新
村
出
も
『
萬
葉
集
』
の
外
国
語
訳
へ
の
関
心

を
共
有
し
て
い
た
（
新
村
一
九
四
八
ほ
か
）。

（
5
） 

外
国
語
（
主
と
し
て
英
語
）
に
よ
る
日
本
か
ら
の
発
信
は
、
日
本
人
が

日
本
語
で
書
い
た
原
稿
を
英
訳
す
る
（
さ
せ
る
）
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
は
、

日
本
が
国
際
連
盟
を
脱
退
し
て
か
ら
強
化
さ
れ
た
国
際
文
化
事
業
に
顕
著

な
傾
向
で
、
同
時
期
の
国
際
文
化
振
興
会
に
お
け
る
日
本
語
普
及
事
業
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。（
河
路
二
〇
一
一
）。

（
6
） 

小
畑
（
一
九
四
三
）
は
、
同
書
「
序
」
に
よ
る
と
一
九
三
九
年
秋
に
行

わ
れ
た
講
演
の
速
記
原
稿
に
よ
る
原
稿
で
、
信
綱
に
萬
葉
集
英
訳
へ
の
協

力
を
求
め
ら
れ
た
の
は
「
十
年
ほ
ど
前
（
二
二
八
頁
）」
と
あ
る
。

（
7
） 

小
畑
薫
良
は
、
大
学
院
修
了
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
総
領
事
館
に

勤
務
し
て
会
議
通
訳
に
従
事
し
、
帰
国
後
『
英
訳
萬
葉
集
』
に
携
わ
っ
た

あ
と
、
一
九
四
二
年
に
大
東
亜
省
嘱
託
、
一
九
四
九
年
に
外
務
省
事
務
官
、

一
九
五
六
年
に
は
外
務
省
参
与
と
な
っ
た
。（
鈴
木
一
九
九
七
、一
〇
六
～

一
〇
九
頁
）。 

（
8
） 

斎
藤
茂
吉
［
編
］（
一
九
四
〇
）。
な
お
、
現
在
も
読
ま
れ
て
い
る
齋
藤

茂
吉
『
萬
葉
秀
歌
』（
一
九
三
八
、
岩
波
新
書
）
は
〈
和
文
草
稿
〉
と
並
行

し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
9
） 

た
と
え
ば
、D

ickins

（
一
九
〇
六
）
は
、
八
四
頁
に
わ
た
る
『
萬
葉
集
』

の
紹
介
の
あ
と
、
全
長
歌
の
英
訳
（
短
歌
は
な
い
）
を
示
し
て
い
る
（
川

村
一
九
九
七
、一
六
一
～
一
八
六
頁
）。

（
（1
） 

巻
六
の
一
〇
二
〇
番
歌
と
一
〇
二
一
番
歌
は
あ
わ
せ
て
『
英
訳
萬
葉
集
』

の
八
〇
六
番
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
『
英
訳
萬
葉
集
』
を
基
準
に
こ

れ
を
一
首
と
数
え
た
。

（
（（
） 『
英
訳
萬
葉
集
』
の
「
総
説
（Introduction

）」
は
冒
頭
六
十
八
頁
に
わ

た
る
。
第
一
部
は
『
萬
葉
集
』
成
立
の
歴
史
や
構
成
、
詩
形
の
説
明
等
、

第
二
部
は
政
治
的
社
会
的
背
景
、
文
化
史
等
、
第
三
部
は
そ
の
後
の
研
究

史
や
諸
外
国
語
へ
の
翻
訳
等
で
あ
る
。
第
一
部
と
第
三
部
が
新
村
、
第
二

部
が
阿
部
の
担
当
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
阿
部
の
担
当
部
分
は
そ
の
後
の

知
見
（
阿
部
一
九
四
三
）
を
加
え
て
阿
部
（
一
九
四
五
Ａ
、
Ｂ
）
と
し
て

刊
行
さ
れ
、
新
村
の
担
当
部
分
は
「
萬
葉
集
總
論
」（
新
村
一
九
四
八
、三

～
四
四
頁
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
日
本
語
原
稿
と
英
訳
も

必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。

（
（1
） 

能
五
〇
曲
の
選
定
は
一
九
四
一
年
度
に
終
え
、
新
た
な
「
原
案
委
員
」

が
原
案
作
成
を
始
め
た
（
日
本
学
術
振
興
会
一
九
四
三
、三
一
一
～
三
一
二

頁
）
後
、
中
断
し
た
が
、
戦
後
一
九
五
五
年
に
日
本
学
術
振
興
会
日
本
古

典
翻
訳
委
員
会
編 T

he N
oh D

ram
a

：T
en Plays from

 the Japanese 



─ 1（（ ─

が
出
版
さ
れ
た
。
一
方
、
一
九
三
七
年
に
国
際
文
化
振
興
会
か
ら
解
説
、

能
面
や
能
装
束
、
舞
台
写
真
と
と
も
に
「
羽
衣
」「
葵
上
」
の
英
訳
を
収
め

た
『T

he N
oh D

ram
a　

能
』（
一
九
三
七
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
英

訳
は
外
務
省
の
島
内
敏
郎
が
担
当
し
た
。

（
（3
） 

一
九
四
四
年
二
月
三
日
付
け
銭
稲
孫
よ
り
佐
佐
木
信
綱
宛
書
簡
に
「
竹

取
翁
の
歌
誠
に
難
解
を
極
め
候　

そ
の
口
語
訳
賜
は
れ
度
願
上
候
」
と
書

か
れ
て
い
る
（
鄒
双
双
二
〇
一
四
、一
〇
七
頁
）。

（
（4
） 

ホ
ジ
ゾ
ン
の
帰
国
に
つ
い
て
は
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
七
月

十
六
日
付
朝
刊
十
一
面
で
報
じ
て
い
る
。

（
（5
） 「
ウ
エ
ー
リ
」
と
い
う
表
記
を
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
は
原
語
の
発
音
に
近

い
と
推
奨
し
た
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
た
。

【
参
考
文
献
】

阿
部
次
郎
（
一
九
四
三
）「
萬
葉
集
の
文
化
史
的
位
置
」『
萬
葉
集
に
つ
い
て
』

岩
波
書
店
、
一
～
四
九
頁

阿
部
次
郎
（
一
九
四
五
Ａ
）『
日
本
叢
書
一
三　

萬
葉
時
代
の
社
会
と
思
想
』

生
活
社

阿
部
次
郎
（
一
九
四
五
Ｂ
）『
日
本
叢
書
一
四　

萬
葉
人
の
生
活
』生
活
社

市
河
三
喜
（
一
九
四
七
）「
英
訳
萬
葉
集
に
つ
い
て
」『
英
語
雑
考
』
愛
育
社
、

一
七
八
～
一
九
六
頁

市
河
三
喜
（
一
九
四
八
）「
英
訳
萬
葉
集
に
就
い
て
」『
余
情
第
八
集
佐
佐
木
信

綱
研
究
』
千
日
書
房
、
二
二
～
二
四
頁

小
畑
薫
良
（
一
九
三
八
）「
レ
ー
フ
・
ホ
ヂ
ソ
ン
氏
と
英
訳
萬
葉
集
」『
心
の
花
』

第
四
十
二
巻
第
九
号
、
三
～
六
頁

小
畑
薫
良
（
一
九
四
三
）「
英
訳
萬
葉
集
に
就
い
て
」『
萬
葉
集
に
つ
い
て
』
岩

波
書
店
、
二
二
五
～
二
五
三
頁

大
川
茂
雄
／
南
茂
樹
［
編
］、上
田
萬
年
／
芳
賀
矢
一
［
監
修
］（
一
九
〇
四
）『
国

學
者
傳
記
集
成
』
大
日
本
図
書
株
式
会
社

河
路
由
佳
（
二
〇
一
一
）『
日
本
語
教
育
と
戦
争

─
「
国
際
文
化
事
業
」
の

理
想
と
変
容
』
新
曜
社

川
村
ハ
ツ
エ
（
一
九
九
七
）『
Ｆ
．
Ｖ
．
デ
ィ
キ
ン
ズ 

日
本
文
学
英
訳
の
先
駆

者
』
七
月
堂

キ
ー
ン
、
ド
ナ
ル
ド
［
著
］、
土
屋
政
雄
［
訳
］（
一
九
九
四
）『
日
本
文
学
の

歴
史　

古
代
・
中
世
篇
（
』
中
央
公
論
社

キ
ー
ン
、
ド
ナ
ル
ド
／
河
路
由
佳
（
二
〇
一
四
）『
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン　

わ

た
し
の
日
本
語
修
行
』
白
水
社

窪
田
空
穂
（
一
九
三
八
）『（
現
代
語
訳
国
文
学
全
集
第
二
巻
）
伊
勢
物
語
・
落

窪
物
語
』
非
凡
閣

国
際
文
化
振
興
会
［
編
］（
一
九
三
七
）『T

he N
oh D

ram
a　

能
』
国
際
文

化
振
興
会

小
松
靖
彦
（
二
〇
二
一
）「
近
代
的
〈
注
釈
〉
と
は
何
か
」『
全
国
大
学
国
語
国

文
学
会
第
一
二
四
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
』
一
～
一
〇
頁
（『
文
学
・

語
学
』
第
二
三
六
号
（
二
〇
二
二
））

斎
藤
茂
吉
（
一
九
三
八
）『
萬
葉
秀
歌
（
上
・
下
）』
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店

斎
藤
茂
吉
［
編
］（
一
九
四
〇
）『
萬
葉
集
研
究
（
上
・
下
）』
岩
波
書
店

佐
佐
木
信
綱
［
編
］（
一
九
二
七
）『
新
訓
萬
葉
集
（
上
・
下
）』岩
波
文
庫
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佐
佐
木
信
綱
［
編
］（
一
九
三
二
）『
白
文
萬
葉
集
（
上
・
下
）』岩
波
文
庫

佐
佐
木
信
綱
（
一
九
三
八
）「
英
訳
萬
葉
集
に
就
い
て
」『
心
の
花
』
第
四
十
二

巻
第
九
号
、
六
～
七
頁

佐
佐
木
信
綱
（
一
九
四
二
）『
萬
葉
清
話
』
靖
文
社

佐
佐
木
信
綱
（
一
九
四
八
）『
雲
─
─
佐
佐
木
信
綱
随
筆
集
』
京
都
印
書
館 

四
三
～
四
五
頁

佐
佐
木
信
綱
（
一
九
五
三
）『
あ
る
老
歌
人
の
思
ひ
出
』
朝
日
新
聞
社

佐
佐
木
信
綱
（
一
九
五
六
）『
佐
佐
木
信
綱
文
集
』
竹
柏
会

佐
佐
木
信
綱
［
編
］（
一
九
五
六
）『
萬
葉
集
事
典
』
平
凡
社

佐
佐
木
信
綱
（
一
九
五
九
）「
漢
譯
萬
葉
集
選
縁
起
」
銭
稲
孫
【
訳
】『
漢
譯
萬

葉
集
選
』
日
本
学
術
振
興
会　

一
八
五
～
一
八
八
頁

佐
々
木
弘
綱
［
解
］
小
中
村
清
矩
［
閲
］（
一
八
八
四
）『
添
註　

土
佐
日
記
俚

言
解
』
上
下
（
和
綴
じ
本　

出
版
人　

島
屋　

別
所
平
七
）

佐
々
木
弘
綱
［
著
］
佐
々
木
信
綱
［
補
］（
一
九
四
〇
）『（
口
訳
国
文
叢
書 

4
）
口
訳
伊
勢
物
語
』
人
文
書
院

新
村
出
（
一
九
四
八
）『
萬
葉
苑
枯
葉
』
生
活
社

新
村
出
（
一
九
五
九
）「
後
語
」
銭
稲
孫
【
訳
】『
漢
譯
萬
葉
集
選
』
日
本
学
術

振
興
会　

一
八
九
～
一
九
一
頁

鄒 

双
双
（
二
〇
一
四
）『「
文
化
漢
奸
」
と
呼
ば
れ
た
男

─
萬
葉
集
を
訳
し

た
銭
稲
孫
の
生
涯
』
東
方
書
店

鈴
木
義
昭
（
一
九
九
七
）「
日
本
に
お
け
る
聞
一
多

─
井
上
思
外
雄
と
小
畑

薫
良

─
」『
早
稲
田
大
学
日
本
語
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
九
、九
九

～
一
一
〇
頁

瀬
戸
内
寂
聴
／
キ
ー
ン
、
ド
ナ
ル
ド
（
二
〇
一
八
）『
日
本
の
美
徳
』
中
央
公

論
新
社

武
田
祐
吉
（
一
九
三
九
）「
英
訳
萬
葉
集
竟
宴
記
」『
随
筆
集　

女
身
萬
葉
』

九
六
～
九
九
頁

次
田
潤
（
一
九
二
一
）『
萬
葉
集
新
講
』
成
美
堂
書
店

土
居
光
知（
一
九
四
〇
）「
英
訳
萬
葉
集
①
～
⑤
」『
帝
国
大
学
新
聞
』（
一
九
四
〇

年
六
月
十
日
、
十
七
日
、
二
十
四
日
、
七
月
一
日
、
八
日
の
「
文
学
」
欄
）

日
本
学
術
振
興
会
（
一
九
三
五
）『
日
本
学
術
振
興
会
年
報　

第
一
号
（
自
昭

和
七
年
十
二
月
至
同
九
年
三
月
）』

日
本
学
術
振
興
会
（
一
九
三
六
）『
特
別
及
ビ
小
委
員
会
ニ
ヨ
ル
総
合
研
究
ノ

概
要　

第
一
回
（
昭
和
十
一
年
五
月
）』

日
本
学
術
振
興
会
（
一
九
三
九
Ａ
）『
特
別
及
ビ
小
委
員
会
ニ
ヨ
ル
総
合
研
究

ノ
概
要　

第
三
回
（
昭
和
十
三
年
五
月
）』

日
本
学
術
振
興
会
（
一
九
三
九
Ｂ
）『
日
本
学
術
振
興
会
年
報　

第
六
号
（
自

昭
和
十
三
年
四
月
至
同
十
四
年
三
月
）』

日
本
学
術
振
興
会
（
一
九
四
〇
）T

he M
anyōshū

（
英
訳
萬
葉
集
）
岩
波
書

店
日
本
学
術
振
興
会
（
一
九
四
三
）『
特
別
及
ビ
小
委
員
会
ニ
ヨ
ル
総
合
研
究
ノ

概
要　

第
七
回
（
昭
和
十
七
年
五
月
）』

ボ
ノ
ー
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
［
述
］、
堀
口
大
学
［
譯
］（
一
九
三
五
）『
日
本
詩
歌
と

外
国
語

─
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
翻
訳
』
財
団
法
人
国
際
文
化
振
興
会

リ
ー
ビ
英
雄
（
二
〇
〇
四
）『
英
語
で
よ
む
万
葉
集
』
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店

D
ickins, F

rederick V
ictor

（
一
九
〇
六
）Prim

itive &
 M

ediaeval 
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Japanese T
exts. O

xford: Clarendon Press
N

ippon Gakujutsu Shinkōkai（
一
九
六
五
）The M

anyōshū: T
he N

ippon 
G

akujutsu Shinkōkai T
ranslation of T

housand Poem
s w

ith the 
T

exts in R
ōm

aji. N
ew

 Y
ork: Colum

bia U
niversity Press

K
eene, D

onald
（
一
九
五
五
）Anthology of Japanese Literature

：From
 

the E
arliest E

ra to the M
id-N

ineteenth Century

（『
日
本
文
学
選
集
：

古
典
篇
』）. N

ew
 Y

ork
：Grove Press

K
eene, D

onald

（
一
九
六
五
）
“Forew

ord

”. T
he M

anyōshū: T
he 

N
ippon G

akujutsu Shinkōkai T
ranslation of T

housand Poem
s 

w
ith the T

exts in R
ōm

aji. N
ew

 Y
ork: Colum

bia U
niversity 

Press, pp. ⅲ

～ⅷ
K

eene, D
onald

（
一
九
九
三
）Seeds in the H

eart
：Japanese Literature 

from
 E

arliest T
im

es to the Late Sixteenth Century

（『
日
本
文
学

の
歴
史
：
古
代
編
』）. H

enry H
olt &

 Co
Ichikaw

a, Sanki（
一
九
三
九
）「O
n the N

ew
 English V

ersion of the 
“M

anyōshū”

」『
英
文
学
研
究
』
一
九 

巻
四
号 

五
八
五
～
五
九
九
頁

【
謝
辞
】

　
〈
和
文
草
稿
〉
の
閲
覧
に
際
し
ま
し
て
は
三
重
県
鈴
鹿
市
文
化
財
課
、
佐
佐
木

信
綱
記
念
館
に
ご
許
可
い
た
だ
き
、
鈴
鹿
市
文
化
財
課
の
学
芸
員
、
田
中
里
美

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
佐
佐
木
信
綱
記
念
館
館
長
の
石
田
弘
一

様
に
は
関
連
の
施
設
、
史
跡
を
ご
案
内
い
た
だ
き
、
佐
佐
木
信
綱
と
新
村
出
の

書
簡
を
整
理
し
『
佐
新
書
簡
』（
竹
柏
会
心
の
花　

二
〇
一
九
）
を
編
集
さ
れ
た

北
川
英
昭
氏
に
も
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
稿
執
筆

に
あ
た
っ
て
は
小
松
靖
彦
先
生
よ
り
真
摯
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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